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院林遺跡 4地区 全景



院林遺跡 4地区 S D05出土遺物



南砺市は、宮山県の南西部に位置し、市内にはユネスコ世界遺産に

登録された五箇山の合掌造り集落を代表として、数々の文化財が残さ

れています。中でも埋蔵文化財については、分布調査や試掘調査に

よって、旧石器時代から近世に至る様々な時代の遺跡が市内に数多く

残されていることが分かっています。近年の開発行為に伴って、大規

模な発掘調査も行われ、多くの掘立柱建物や竪穴住居跡、石器や土器、

陶磁器などが見つかりました。

今年度は、主要地方道砺波福光線改良工事に先立って、院林遺跡と

寺家廃寺跡の発掘調査を実施しました。本書はその調査成果をまとめ

たものです。郷上の歴史の解明に活用していただければ幸いです。

この調査の実施にあたり、富山県土木部、南砺市シルバー人材セン

ター、地元院林地区、寺家地区の皆様には多大な協力を賜りましたこ

とに、深く感謝申し上げます。

平成21年 2月

南砺市教育委員会

教育長 浅田  茂



例
1 本書は主要地方道砺波福光線道路改良事業に伴う発掘調査概要である。

2 調査は富山県土木部の委託を受け、南砺市教育委員会が実施した。現地調査および報告書作成は南砺市教育委員会の監理

の下、株式会社エイ。テックが実施した。調査面積は寺家廃寺跡が376だ、院林遺跡が1,955∬である。

3 調査事務局は南砺市教育委員会文化課におき、文化財係長北島清、文化財保護主事片田亜紀が調査事務を担当し、文化課

長吉田鈴代が総括した。現地調査および報告書作成は株式会社エイ・テック岡田一広、吉田有里が担当した。

4 発掘調査から本書作成に至るまで、下記の方々の協力・助言があった。記して謝意を表する。
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伽福光石工、森田秀一、山口辰一、吉田清次 (敬称略、五十音順 )

5 本書で使用した方位は座標北である。土層の観察には、小出正忠・竹原秀雄1967『新版標準土色帖』日本色研事業株式会

社を用いた。

6 調査参加者は次のとおりである。

石崎恵紀雄、上島勝枝、大窪新三、大畠茂隆、奥野勝子、下村忠行、神能公、中田和夫、中田睦子、西村清栄、

野原勉、平野重則、廣川稔、藤井悦子、守山賢二、安田清、安田信弘、山村美喜子 (現地作業員)

上田恵子、志観寺愛、林由紀、南真弓、渡辺悦子 (整理作業員)

7.本書の執筆は、 I・ Ⅱを片日、Ⅲ・Vを岡田、Ⅳ-1を 島田亮仁、Ⅳ-2・ 3鈴木 茂 (株式会社パレオ・ラボ)が執筆

し、全体の編集は岡田が担当した。
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位置と環境
富山県の南西部に位置する南砺市は、2004年 11月 に町村合併で成立した市であり、東を富山市、西を石川県金沢

市・白山市、南を岐阜県白川村・飛騨市、北を小矢部市・砺波市に接する。旧井波町と旧城端町は門前町として、旧

福野町と旧福光町は市場町として栄え、人口の大半は平野部に集中している。

地形的には、呉羽丘陵、蟹谷丘陵といった低丘陵と、険しい山々が連なる飛騨山地に囲まれ、平野部は庄川と小矢

部川によつて形成された複合扇状地が広がる。庄川は旧荘川村の山中峠の湿原を水源とし、全長は約115kmで 、日本

でも最大級の庄川扇状地を形成している。小矢部川は庄川扇状地の勢いに押されて、砺波平野の西端部をゆるやかに

流れ、庄川の排水河川の役割も果たしている。この一帯は屋敷林に囲まれた農家が水田の中に点在する散村景観が広

がり、西日本の平野部に認められる環濠集落に代表される集村景観と対比され、全国的にも有名である。

院林遺跡は、旧福野町の大字「院林」と「寺家」地内に所在する。小矢部川の支流である旅川と山田川に挟まれた

標高56～58mを 測る段丘の縁辺部に立地する。史料によると、この辺りは古くから集落が成立し11世紀後半頃には院

林郷が成立した。院林郷の地頭職は度々の停止、安堵を繰り返し、院林氏により世襲された時期もあったと考えられ

る。しかし14世紀を最後に院林氏の名は文献資料では確認できず、この後没落していったと考えられる。

寺家廃寺跡は、院林遺跡の旅川を挟んだ東側に隣接する。寺家地内の日吉社に側柱礎石、水田に塔心礎と考えられ

る礎石が残っている。それぞれ、「夫婦岩 (要岩)」 、「皇孫塚 (鏡石)」 と呼ばれ、市の文化財に指定されている。

寺院に関しての記録はないが、礎石の形式や周辺の採集遺物から平安時代の建立と考えられている。 (片田亜紀)

第 1図 位置と周辺の遺跡 (S=1:25,000)
1 寺家廃寺跡 2 院林遺跡 3 寺家遺跡 4 寺家新屋敷館跡 5 礼拝塚 6 柴田屋館跡 7 柴田屋川西遺跡 8 院林北遺跡
9 前田館跡 10 前田遺跡 ■ 下吉江遺跡 12 田尻北遺跡 13 田尻遺跡 14 田尻九塚 15 広安北 2遺跡 16 広安北 1遺跡
17 広安南遺跡 18 人塚遺跡 19 苗島神明社遺跡 20 人塚ネ申明社遺跡 21 人塚殿林遺跡
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Ⅱ 調査に到る経緯と経過
主要地方道砺波福光線は、富山県西部の砺波市、南砺市福野、福光の中心部を結び、国道156号 と国道304号を連絡

する総延長約12 8kmの幹線道路である。また、北陸自動車道の砺波 ICと 東海北陸自動車道の福光 ICへのアクセス

道路となっている。しかし、幅員狭小で慢性的な渋滞があり、歩道を整備し歩行者の安全を確保する等の面から、早

急に整備することが求められ、順久改良工事が行われている。寺家地区から田尻地区の区間1.4kmで は平成12年に都

市計画がなされた。この区間には住宅密集地があり、南に」R城端線が並行して走つているため、現位置での拡幅

余裕がなく、新たに北側に幅20mの道路を建設するものである。その後平成14年には事業採択がなされ、調査、設計、

用地交渉等が始められた。

バイパスルート上には、周知の遺跡として寺家遺跡、寺家廃寺跡、院林遺跡、田尻北遺跡が存在する。しかし、道

路起点と終点位置の制約等によって路線位置はおのずと決定され、遺跡を回避することは不可能であったため、遺跡

の保護策については記録保存対応とならざるを得なかった。

平成16年 3月、当時の福野町教育委員会は富山県の依頼を受け、道路用地買収を完了した寺家遺跡の一部で、また

平成17年 9月 には、南砺市教育委員会が旅川以西の延長400mの区間、院林遺跡で試掘調査を実施し、対象区域の全

域にわたって古代～中世の遺構 。遺物が存在することを確認した。これらの調査を受け、富山県と南砺市との間で協

議し、路線内の遺跡が遺存している箇所について、本調査を行うことになった。以後、試掘調査と並行して平成18年

3月 から本調査を行つている。なお、平成19年には田尻北遺跡の路線内の試掘調査を実施したが、遺構は確認しな

かった。

本調査面積は、次のとおりである。

平成18年度

平成19年度

平成20年度

第 1表 遺跡の概要

院林遺跡 1地区、 2地区 4,300だ

院林遺跡 3地区     1,560∬

寺家廃寺跡 1地区    1,460∬

寺家廃寺跡 2地区     376笛

院林遺跡 4地区     1,955だ

院林遺跡 5地区     1,155だ

(民間調査会社へ委託)

(南砺市教育委員会直営調査)

(     ″     )

(民間調査会社へ委託)

(    ″    )

(片田亜紀)

遺 跡 名 所 属 時 代 発 見 さ れ た 遺 構 発 見 さ れ た 遺 物

院 林 遺 跡 古代、中世、近世
竪穴住居、掘立柱建物、柵址、

井戸、土坑、溝、柱穴

縄文土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、製塩土器、

珠洲、自磁、青磁、越中瀬戸、伊万里、肥前、土錘、

円面硯、ふいごの羽日、打製石斧、硯、石鍋、銅銭、

下駄、刀子、鉄津

寺家廃寺跡 古代 礎石、柱穴、土坑、溝

土師器、須恵器、珠洲、越前、白磁、青磁、瀬戸美濃、

ふいごの羽日、凹石、石鉢、石臼、五輪塔、楔、漆器、

齋串

寺 家 遺 跡 古代、中世、近世
竪穴住居 ?、 掘立柱建物、

土坑、溝、柱穴
土師器、須恵器、珠洲、青磁、近世陶磁器

田尻北遺跡 古代、中世、近世 竪穴住居、土坑、柱穴、溝 土師器、須恵器、珠洲、近世陶磁器
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第2図 遺跡範囲と調査区位置図  (S=1:5,000)



調査の概要
1 調査の方法

調査区域の設定後、試掘調査の結果に基づき、調査員の立会いのもとで表土除去を実施した。表土除去には重機を

使用し、耕作土及び、近～現代の盛上の層まで掘削した。表土除去後に、国土座標に合わせた基準杭を設置して調査

区割りを実施した。区割りは南から北にX軸、西から東にY軸とし、2mを一区画としてアラビア数字で表記した。

調査区に合わせてサブトレンチを設定し、地山面まで掘り下げて層位を観察した。一部にセクシヨンベルトを残し

て層位を確認しながら、人力による包含層掘削、遺構検出、遺構掘削を行つた。遺構の掘削は埋上の堆積状況を観察

するため半載するか、セクションベルトを2～ 3本残して掘削し、土層の記録作業が終わり次第完掘した。排土は人

力とベルトコンベアーで調査区外へ搬出した。

遺構は検出後、 1:100で概略図を作成して、遺構毎に通し番号をつけた。遺構の検出状況や土層、遺物の出土状

況は調査員が手実測で実施し、必要に応じてトータルステーションによる平板測量やデジタル写真測量により1:20

で図化した。各遺構の検出状況、土層断面、完掘状況等の記録写真、調査区のプロック写真、全体写真は調査員が撮

影した。すべての遺構掘削終了後、ラジコンヘリコプターによる図化用空中写真撮影を実施した。あわせて俯敵、斜

め写真等を撮影した。また一部 トータルステーションによる平板実測で平面図作成を実施した。

出土遺物は、現地作業と並行して、洗浄 。注記・仕分け・接合・復元の作業を実施した。遺物実測や トレース等は

基準を統一し、調査員と整理作業員で作成した。写真や図版は年度 。遺跡・地区毎にフアイルにまとめ、出土遺物は

報告書の写真図版のとおりに整理箱に収めた。またそれ以外の遺物は地区の遺構毎、グリッド毎に並べて整理箱に収

めた。 (岡田一広 )

第 3図 寺家廃寺跡 2地区の調査区割 (S=1:2,000)
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2 寺家廃寺跡 2地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 3・ 4図 )

寺家廃寺跡は、旅川右岸の南砺複合扇状地の末端部に立地する。地

形は東側の福野市街地から西側の旅川へ緩やかに傾斜する。本調査区

は遺跡範囲の東側に位置する。宅地であったため、盛土がなされてお

り、標高は584mを測る。平成19年度に調査を実施した 1地区とは西

側を接している。

基本層序は、①現代の盛土、②旧表土 (耕作土)、 ③近代の盛土、

④遺物包含層 (褐色シルト質細粒砂を基本とする)、 ⑤地山 (暗青灰

色シルト質細粒砂を基本とする)である。現代の盛土は約80cm盛 られ

ており、旧表土の標高は57.6mを測る。旧表土は40～ 50cm、 近代の盛

土は20～ 30cm、 遺物包含層は10～ 20cm堆積している。盛土上面から地

山までは約160cmである。

②旧表土

③近代の盛土
57 0m

中世の遺構

古代の遺構

⑥地山
56 0m

第 4図 寺家廃寺跡 2地区の基本層序

西

①現代の盛土
58 0rn

(2)遺構の概要 (第21～23図、図版 2～ 4)

本地区では、溝 7条、ピット2基が確認された。溝は井桁状に小区画を形成しており、この区画内部が耕作地の可

能性があるため、田畠として遺構名をつけた。

S D01(第 21・ 23図、図版 4)

調査区の東側Xl～ 9、 YO～ 5に位置する。南南東から北北東方向へ直線的に走る溝である。規模は長さ146m

以上、幅40～80m、 深さ20cmを測る。 S D02・ 07を切り、S D05と 重複している。南南東側、北北東側は調査区外

へ延びる。西側は平成19年度調査の 1地区で東岸が確認されており、総幅280～ 32.6mを測る。埋土は①黒褐色シル

ト質粘土 (中世前期)、 ②灰褐色細粒砂質シルト (古代)である。出土遺物は、土師器、須恵器である。遺構の時期

は、8世紀後半～13世紀である。

S D02・ 03・ 04・ 03(第 21～23図、図版 4)

調査区の中央部～西狽IX 3～ 10、 Y4～ 12に位置する。 S D02・ 03・ 08は南北方向に延びる溝で、 S D041ま 東西方

向に延びる溝である。埋土はにぶい黄褐色細粒砂質シルトを中心とし、いずれも明確な切り合い関係が見られない。

S D02は長さ60m以上、幅33m以上を測る。 S D01・ 05'07に切られる。出土遺物は土師器・須恵器である。SD

03は長さ8.Om以上、幅1.6～2.4m、 深さ10cmを測る。 S D04に南接し北側は調査区外に延びる。 S D05に切られる。

出土遺物は土師器、須恵器である。 S D041ま長さ116m以上、幅1.6m以上、深さ10cmを測る。東側と南側は調査区

外に廷びる。 S D07、 Plに切られる。出土遺物は土師器、須恵器である。 S D08は長さ6.Om以上、幅04～ 1.2m、

深さ22cmを測る。 S D04に南接し、北側は調査区外に延びる。 S D05に切られる。出土遺物は須恵器、土師器である。

遺構の時期は8世紀末～ 9世紀前半である。

S D05(第 21・ 23図、図版 4)

調査区の北側X7～ 9、 Y4～ 12に位置する。東西方向に延びる溝で、西側はS D01と 接し、東側は調査区外に延

びる。 S D02・ 03・ 08を切る。規模は長さ14.4m以上、幅10～ 19m、 深さ10～ 20cmを測る。埋土は暗褐色中粒砂で

礫を含んでいる。出土遺物は土師器、須恵器である。西側の延長は平成19年度調査の 1地区のS D02と なり、東西方

向の区画溝である。今回の調査では8世紀後半～ 9世紀前半にかけての遺物しか出土しなかったが、S D01と 明確な

切り合い関係が見られず、 1地区S D02と の関連性から12世紀後半の遺構と推測できる。
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S D07(第 21・ 23図 )

調査区の南側X3～ 5、 Y3～ 6に位置する。南東から北東方向へ直線的に延びる溝で、南側は調査区外に延びる。

規模は28m以上、幅22m、 深さ12cmを 測る。 S D02・ 04を切り、 S D01に切られる。出土遺物は土師器・須恵器で

ある。遺構の時期は8世紀後半～ 9世紀である。

田畠 1・ 2・ 3(第 21'23図、図版 3)

調査区の中央部～西側X3～ 10、 Y4～ 12に位置する。 S D02・ 03・ 04・ 08に区画された平面形が井桁状の遺構で

ある。この平面形態は既往の調査から水田や畠であることが判明しており、富山市任海宮田遺跡等で類例がある。上

部は遺物包含層が堆積しており畦畔は確認できなかった。図示した遺物はいずれも地山直上から出土したものである。

(3)遺物の概要

S D01(第 36図、図版14)

1～ 5は土師器である。 1～ 3は ロクロ成形の皿である。 1は柱状高台の皿である。日縁部はやや内弯する。底部

は回転糸切り後ナデである。 2は高台が付かない皿である。日縁部はやや内弯する。底部は回転糸切り後ナデである。

3は口縁部で、直線的に延びる。時期は12世紀後半～13世紀初頭のものである。 4・ 5は甕の回縁部であり、8世紀

後半～ 9世紀のものである。 6～ 25は須恵器である。 6～ 12は無台杯である。 6は底部に「×」とヘラ記号がなされ

ている。13～ 16は有台杯である。17・ 18は杯の口縁部である。19～24は杯蓋である。251ま短頸重である。

S D02(第 37図、図版14)

26～32は須恵器である。26は無台杯の底部である。27～29は有台杯の底部である。27は「―」とヘラ記号がある。

30は杯の口縁部である。31・ 321ま蓋である。時期は8世紀末～ 9世紀前半にかけてのものである。

S D03(第 37図、図版14・ 15)

33～35は土師器である。33は甕の回縁部である。34は甕の胴下部である。35は甕の底部である。36～41は須恵器で

ある。36は無台杯である。37・ 38は有台杯である。39'40は杯蓋である。41は短頸壼の口縁部である。

S D04(第 37・ 38図、図版15)

42・ 43は土師器である。42は鍋である。調整は内タト面ともロクロナデである。431ま椀である。44～49は須恵器であ

る。44・ 45は無台杯である。46は有台杯である。47・ 481よ杯蓋である。491ま甕の胴上部である。

S D05(第 38'39図、図版15)

50～54は土師器である。50は椀である。51・ 52は奏の口縁部である。53・ 54は甕の胴部である。55～63は須恵器で

ある。55～59は無台杯である。601ま杯蓋である。つまみはボタン状である。61～63は斐の胴部である。

S D06(第 39図、図版15)

64は須恵器の有台杯の底部である。底部は回転ヘラ切り後高台を貼付ける。高台は外下方へやや延びる。

S D07(第 39図、図版15)

65～69は須恵器である。65は無台杯である。66は有台杯である。67は杯の回縁部である。68・ 69は杯蓋である。

田畠 1・ 2・ 3(第 39図、図版15)

71は須恵器の杯蓋である。721よ土師器の甕である。73は須恵器の杯蓋である。時期は8世紀末～ 9世紀前半である。

Pl・ P2(第 39図、図版15)

74・ 75は土師器の甕である。74は口縁内部にカキメを施す。75の調整は内外面ともロクロナデである。

表土・包含層 (第39図、図版15)

76は須恵器の無台杯である。77は土師器の甕の頸部から胴上部にかけてのものである。      (岡 田一広)
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3 院林遺跡 4地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 5・ 6図 )

院林遺跡は、旅川と山田川に挟まれた河岸段丘上に立地する。標高

は、56～58mを 測る。 4地区は院林遺跡の南西端部に位置する。平成

19年に調査した3区と東接し、平成20年に調査した5区 と南接する。

｀
③包含層

中世の遺構

57 0m

基本層序は、①耕作土 (黒褐色細粒砂質シルトを基本とする)、 ② 第5図 院林遺跡 4地区の基本層序
床土 (褐灰色細粒砂質シルトを基本とする)、 ③包含層 (黒色細粒砂

質シルトを基本とする)、 ④地山 (褐灰色細粒砂質シルトを基本とする)である。遺物包含層は、調査区の主に西半

部に堆積し、東半部は、耕作土の下が地山となっている。また、地山は、東端部および南西端部では礫層となってい

る。田面から地山までは約50cmである。

(2)遺構の概要 (第24～35図、図版 5～ 14)

本地区では、柵 1条、掘立柱建物 5棟、井戸 2基、溝、土坑、柱穴が検出された。

S A01'S D14・ 15(第26～ 28、 図、図版 7)

調査区の南西側X5～ 8、 Y5～ 17に位置する。東西方向に延びる柵で、東側は調査区外へ延びる。規模は長さが

23.Om以上を測り、柱穴 9基以上からなる。掘立柱建物 S B04・ 05を切り、溝 S D14・ 15に切られる。柱穴の平面形

は、南北方向の隅丸長方形ないし楕円形である。平面形が楕円形の柱穴も、隅丸長方形が崩落によって楕円形になっ

たものと推察できるので、平面形は隅九長方形を基調として掘削されたものと推定できる。柱穴の規模は、長軸1,9

～3.5m、 短軸1.5～2.2m、 深さ72～ 120cmを測る。出土遺物は土師器、須恵器である。遺構の時期は、9世紀～10世

辟

0    20                  100m

第 6図 院林遺跡 4地区の調査区割 (S=1:2,000)
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紀である。 S D14・ 15は S A01が撤去され、土坑群が埋められた後に同一   P15
地点に掘削された溝である。遺構の時期は10世紀以降である。        S K07

P14

S B01(第 28・ 29図、図版 8)

調査区の北側、X28～ 32、 Y26～ 64に位置する。桁行 3間 (12.5m)×

梁行 2間 (68m)の 総柱建物である。主軸は東から4,3度北に振っている。

北西側は調査区外に延びている。南東側の柱穴は確認できなかった。柱間

は、桁行が東から4.5m・ 4.5m・ 3.5m、 梁行が南から40m・ 2.8mであ

る。 S D01を切る。柱穴は、平面形が楕円形ないし不整形で、規模が長軸

0.8～ 5,2m、 短軸は0.6～ 2.5m、 深さ32～92cmを測る。柱穴からの出土遺

物は、須恵器、土師器、肥前、伊万里である。建物の時期は、17世紀後半

～18世紀である。S B01と の位置関係や出土遺物から、 S K07・ 08・ 31は

この建物に付随する土坑と推測できる。

この建物は、砺波地方の民家の間取り (富山県教委1980)か ら広間型の

間取りと推定でき、P4-P8-P13よ り東側が土間、西側が居間となる。

S K31は ヒロマのナンド側の日常空間にあたり、イロリを構築した場所と

⑬

い

P17        Pl

第 7図  S B01間取り復元模式図

推測できる。P2-3-7-6の 位置は、ザシキと推測できる。この位置には約80cm西へ張出しが確認でき、仏壇を

設置するブツマの可能性がある。

S B02(第 30図、図版 8)

調査区の北恨J、 X25～ 28、 Y26～ 30に位置する。桁行 3間 (7,3m)× 梁行 3間 (5.6m)の 側柱建物である。主軸

は、東から7.6度北に振っている。 S D02を 切る。南側は試掘 トレンチで切られる。柱間は、桁行が東から2.4m・

2.2m・ 2,7m、 北から20m・ 1.9m。 1,7mである。柱穴の平面形は、精円形ないし不整形で、規模は長軸0,3～12

m、 短軸0,2～ 08、 深さ13～34cmを測る。出土遺物は土師器、須恵器である。遺構の時期は、周辺の遺物などから17

世紀後半～18世紀のものと推定できる。

S B03(第 31図、図版 9)

調査区の北西側、X15～ 18、 Y10～ 13に位置する。桁行 1間以上 (2.4m以上)× 梁行 2間 (5.2m)の側柱建物で

ある。主軸は、北から35度西に振つている。北側は調査地区外へ延びている。柱間は、桁行が2,4m、 梁行が2.6m均

等である。柱穴の平面形は隅丸方形で、規模は一辺08～ 1.2m、 深さ36～48cmを測る。P4・ 5に柱穴がある。出土

遺物は土師器である。遺構の時期は、掘り方や周辺の遺構などから8世紀後半～ 9世紀前半に位置付けできる。

S B04(第 32図、図版10)

調査区の南側、X6～ 11、 Y13～ 18に位置する。桁行 2間以上 (52m以上)× 梁行 2間 (5.2m)の側柱建物であ

る。主軸は、北から32度西に振っている。南側は調査地区外へ廷びている。柱間は、桁行・梁行ともが2.6m均等で

ある。 S B05を切り、 S A01'S D14に 切られる。柱穴の平面形は隅丸方形で、規模は一辺08～ 12m、 深さ30～60

cmを測る。 Pl・ 2・ 6に柱穴がある。遺物は出土していない。遺構の時期は、掘り方や周辺の遺構などから8世紀

後半～ 9世紀前半に位置付けできる。

S B05(第 33・ 34図、図版11)

調査区の南側、X6～ 11、 Y14～ 19に位置する。桁行 3間 (60m)× 梁行 2間 (45m)の 側柱建物である。主軸

は、北から31度西に振っている。柱間は、桁行が20m均等、梁行2.2m均等である。 S A01'S B04,S D14に 切ら

れる。柱穴の平面形は隅九方形で、規模は一辺0,8～ 1.2m、 深さ30～60cmを測る。P2,7に 柱穴がある。P2は柱

([夕
ζゼ七マ
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の抜き取り穴を持つ。遺物は出土していない。遺構の時期は、掘り方や周辺の遺構などから8世紀後半～ 9世紀前半

に位置付けできる。

S E01(第 25図、図版 8,12)

調査区の北側、X26・ 27、 Y31・ 321こ位置する。平面形は不整楕円形で、規模は長軸2.7m、 短軸20m、 深さ118

cmを 測る。井戸側は確認できなかった。出土遺物は、須恵器、肥前、伊万里である。遺構の時期は、17世紀後半～18

世紀である。

S E02(第 25図、図版12)

調査区の南狽J、 X3・ 4、 Y10・ 12に位置する。平面形は方形で、規模は長軸2.8m、 短軸26m、 深さ125cmを測

る。井戸側は確認できなかったが、井戸の西側では黒掲色シルトと褐色シルトが互層に堆積しているため、井戸側を

設置した際の覆土と推定できる。そのため、井戸側は廃棄の際抜き取られた可能性が高い。出土遺物は、須恵器、土

師器である。遺構の時期は、 9世紀～10世紀である。

S K02(第 34図、図版12)

調査区の東側、X24・ 25、 Y36・ 371こ位置する。平面形は不整形で、規模は長軸2.2m、 短軸24m、 深さ95cmを測

る。出土遺物は、土師器、須恵器である。遺構の時期は、10世紀である。

S K23(第 34図、図版13)

調査区の中央、X20、 Y17に位置する。平面形は不整形で、規模は長軸13m以上、短軸1.2m、 深さ23cmを測る。

S D22を切り、南側は暗渠に切られる。出土遺物は、土師器、炭化米である。遺構の時期は、9世紀である。

S K77(第 34図、図版12)

調査区の北西側、X18、 Y15に位置する。平面形は隅九方形で、規模は一辺12m、 深さ26cmを 測る。出土遺物は、

土師器、須恵器、炭化米である。遺構上面には焼土が薄く堆積している。遺構の時期は、 9世紀である。

S D01・ 02・ 03(第 35図、図版14)

S D01は調査区の東側を南東～北西方向に流れる流路である。規模は、長さ8.8m以上、幅0.8～15m、 深さ54cm

を測る。出土遺物は土師器、須恵器である。 S D021よ S D01か ら分岐する流路である。規模は、長さ6.4m以上、幅

08～ 13m、 深さ52cmを測る出土遺物は土師器、須恵器である。 S D03は S D01に切られる流路である。遺構の時期

イよ、 S B03～ 05と 共通することから、 8世紀後半～ 9世紀と推定できる。

S D05。 13・ 16(第 35図、図版13・ 14)

調査区の北西側を南東～北西方向に流れる流路である。 S D05は長さ73m以上、幅23～35m、 深さ30～ 100cmを

測る。出土遺物は、土師器、須恵器、灰釉陶器、肥前、越中瀬戸である。 S D05に は暗渠が多数掘削されており、近

世遺物は混入したものと考えられる。S D05と S D16は連続する流路であるが、その間には地山が土橋状に高まって

いる。 S D13は長さ54m以上、幅1.8m、 深さ27～59cmで ある。いずれも遺構の時期は8世紀後半～ 9世紀である。

(3)遺物の概要

S A01(第 40図、図版16)

1～ 5は土師器である。 lは椀の口縁部である。 2～ 5は椀の底部である。底部は回転糸切りである。 6～ 11は須

恵器である。 6は双耳瓶の胴上部である。 7は甕の頸部から胴上部にかけてのものである。 8～ 11は甕の胴部である①

いずれも9世紀のものである。

S B01(第 40,41図、図版16)

12～ 13は土師器である。12は椀の口縁部である。13は椀の底部である。14は奏の口縁部である。15～ 19は須恵器で
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ある。15～ 17は無台杯である。18は高台杯である。19は杯蓋である。 8世紀後半～ 9世紀にかけてのものである。ま

た、細片のため図示できなかったが、肥前、伊万里も出土している。

S B02(第 41図、図版16)

20は甕の底部である。底部は回転糸切りである。

S E01(第 41図、図版16)

21は土師器の非ロクロ成形の皿である。国縁外部は2段ナデを施す。12世紀後半のものである。221よ伊万里の椀で

ある。18世紀後半のものである。

S E02(第 41図、図版16)

23～24は土師器の甕の底部である。底部は回転糸切りである。

S K02(第 41図、図版16)

25・ 26は土師器である。25は土師器の椀の口縁部である。26はロクロ成形の皿である。底部は回転糸切りである。

27～33は須恵器である。27・ 281よ無高台の杯の底部である。29～31は杯蓋である。29イよ歪みが大きい。32は短頸壺の

口縁部である。33は瓶類の底部である。 9世紀～10世紀前半のものである。

S K04。 23(第41図、図版16)

S K04は 34が出土した。34は須恵器の無台杯である。 S K23は 35が出土した。35は土師器の甕の底部である。

S K72(第 41図、図版16)

36～39は土師器である。36は内面黒色処理された椀の口縁部である。37は内面黒色処理された椀の底部である。外

下方へやや延びる高台を持つ。36・ 37は 10世紀後半のものである。38・ 39は椀の底部である。底部は回転糸切りであ

る。40は須恵器の有台杯である。

S K77(第 42図、図版17)

41～46は土師器である。41～45は椀である。41・ 42の底部は回転糸切りである。46は皿の高台である。47・ 48は須

恵器の甕の胴部である。内タト面にタタキ痕がある。いずれも9世紀のものである。

S D01・ 02(第 42図、図版17)

S D01は 49～ 51が出土した。491よ土師器の非ロクロ成形の皿である。13世紀前半のものである。50・ 51は須恵器で

ある。50は無高台の杯の底部である。底部は回転糸切りである。51は高台杯の底部である。 S D02は 52が出土した。

52は高台杯である。 9世紀後半～10世紀初頭のものである。

S D04(第 42図、図版17)

53は土師器の発の底部である。54・ 55は須恵器である。54は有台杯である。55は甕の口縁部である。56は青磁の椀

である。龍泉窯系のものであり、12世紀後半のものである。57は珠洲の奏の胴部である。581ま人尾の甕の胴部である。

S D05(第 43～45図、図版17・ 18)

59～ 691よ土師器である。59は椀であり、底部は回転糸切りである。60は内面黒色処理された椀である。61は内面黒

色処理、外面赤彩された有台杯である。62・ 63は有高台の椀の底部である。64～66は甕である。64は奏の口縁部から

胴上部である。胴上部はカキメ、胴下部外面は格子状タタキを施し、内面に同心円痕がある。651ま甕の口縁部である。

66は甕の底部である。外面はケズリを施す。67・ 68は鍋である。69は口縁部の造りが須恵器蓋と共通することから蓋

としたが、焙烙のような浅い鍋の可能性もある。70～ 1011よ須恵器である。70～ 751ま無台杯である。76～ 84は有台杯

である。85は双耳杯である。86～991ま杯蓋である。100。 101は訳耳瓶である。1021ま広口壼の口縁部である。103・

104は灰釉陶器である。103は椀である。104は壷の頸部から口縁部にかけてのものである。内面はカキメで、灰釉を

施す。唾壼の可能性もある。1051よ肥前の椀である。暗渠などからの混入の可能性が高い。106は円面硯である。海と
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陸を分ける有堤式 (楢崎1982)である。円形とM字状の透かしが 4箇所ずつ持つ。107・ 108は鉄滓である。椀型津で、

磁力を帯びておらず鍛冶津である。105以外は、8世紀後半～ 9世紀のものである。

S D06(第 45図、図版19)

109'110は 土師器の椀である。底部は回転糸切りである。111～ 113は須恵器である。1111よ杯の口縁部である。112

は蓋の口縁部である。1131よ瓶類の胴部である。内面にはシボリ痕があり、横瓶の可能性もある。

S D07(第 46図、図版19)

114～ 117は土師器である。114・ 115はロクロ成形の皿である。1141ま底部が回転糸切りである。115は底部が摩滅し

ている。12世紀後半のものである。116・ 117は椀の底部である。底部は回転糸切りである。118～ 125は須恵器である。

118は無台杯である。119～ 123は有台杯である。119の口縁部には油煙が付着する。124は杯蓋である。125は広口壺の

口縁部である。

S D08(第 46図、図版19)

126は土師器の椀の口縁部である。127は須恵器の短頸壺の回縁部である。焼成は悪い。

S Dll(第 46図、図版19)

128'129は 須恵器である。128は甕の日縁部である。日縁部外面に波状文を施す。1291よ広口瓶の口縁部である。

S D13(第 46図、図版19)

130は土師器の椀である。底部は回転糸切りである。131・ 132は須恵器である。1311よ無台杯である。132は有台杯

である。いずれも8世紀後半～9世紀前半のものである。

S D14。 22(第 46図、図版19)

133は S D14出土の土師器の皿である。底部は摩滅している。10世紀前半のものである。134は S D22出土の上師器

の椀である。

S D16(第 47図、図版19・ 20)

135'136は土師器である。1351よ鋼である。胴上部外面と口縁部内面はカキメ、胴下部外面はケズリ、胴下部内面

はハケメである。1361ま甕の底部である。底部は回転糸切りである。137～ 1441よ須恵器である。137～ 141は無台杯で

ある。137・ 139。 141の口縁部内面には油煙が付着する。142・ 143は有台杯である。144は甕の頸部から胴上部である。

いずれも8世紀後半から9世紀前半のものである。

Pl・ カクラン (第47図、図版20)

145は Pl出土の土師器の椀である。カクランからは146・ 147が出土した。146は土師器の椀である。147は肥前の

椀であり、陶胎染付を施す。

表土・包含層 (第48・ 49図、図版20)

148は縄文土器である。外面に条痕文を施す。149～ 156は土師器である。1491よ内面黒色処理された高台付の椀であ

る。150は皿であり、10世紀前半のものである。151は高盤の杯部である。内外面に赤彩を施すど1521ま ロクロ成形の

皿であり、13世紀前半のものである。153・ 1541ま非ロクロ成形の皿である。13世紀前半のものである。155は甑の取

手である。156は鍋である。口縁部内面はカキメ、胴上部内面はハケメを施す。157～ 1681よ須恵器である。157～ 159

は無台杯である。160～ 1641ま有台杯である。165。 1661よ杯蓋である。1671よ長頸瓶の底部である。底部は回転糸切り

後高台を貼付け、胴下部外面にはロクロケズリを施す。168は瓶類の頸部から胴上部にかけてのものである。1691よ灰

釉陶器の椀の底部である。高台は欠損している。170～ 172は珠洲である。170'171は 甕の口縁部である。172は福鉢

であり、12世紀後半のものである。173は肥前の灯明皿である。174は円面硯である。透かしを8箇所持つ。175は滑

石製の石鋼を温石として再利用したものである。176イよ石鉢の底部である。緑色凝灰岩製である。   (岡 田一広)
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自然科学分析
1 院林遺跡か ら出上 したイネ炭化果実 (炭化米 )について

(1)試料と同定結果

試料は南砺市院林遺跡の土坑から出土した炭化物である。S K77と S K23(奈良・平安時代)からの出土で、サン

プリングと水洗選別までを発掘担当者がおこない、その後の処理を筆者がおこなった。遺構掘削中から炭化米が肉眼

で判別できていた。試料は遺構毎にフイルムケース各 1本ずつに入れられており、乾燥した状態であつた。

観察の結果、イネ炭化果実が同定された。形態は楕円形を呈し、下端の胚の部分はややくぼむ。表面には縦方向に

数条の溝が走る。イネ戊化呆実は穎 (籾)のない状態の個体が大半を占めており、穎を伴う個体は試料中から2個体

のみが確認されたにすぎなかった。また、イネ炭化果実の中で一部分が膨らんでいる焼き膨れの個体はほとんど無く、

全体が膨らんだ焼き太りの個体が少量みられた。イネ炭化果実以外の種実遺体は確認されず、イネの果実以外の部位

についても確認されなかつた。試料の中には、イネ炭化果実とほぼ同等の大きさの炭化粒 (樹木が多いと思われる)

が含まれていた。イネ炭化果実については遺構毎に任意に100個体ずつ、合計200イ固体について抽出し、計測をおこな

い、表 2に まとめた。表の中の粒形を粒長/粒幅で、粒の大きさを粒長×粒幅で示している。また。遺構毎に粒長と

粒幅につては散布図 (第 7・ 8図 )を、粒形については分布図 (第 9,10図 )をそれぞれ示した。

(2)所見

イネ炭化果実の計測値から、粒長の最大値は5,7mm、 最小値は3 4mm、 平均値は4,7mm、 粒幅の最大値は3 5mm、 最小

値は2 2mm、 平均値は2.8mm、 粒厚の最大値は2.5mm、 最小値は1 6mm、 平均値は2,Ommである。また、粒形の最大値は

2.2、 最小値は12、 平均値は1,7、 粒の大きさの最大値は17.5、 最小値は88、 平均値は13.1と なっている。粒長と粒

幅の散布図ではS K23と S K77の どちらも粒長4,0～ 5.5mm、 粒幅は20～ 3 5mmの 間にそのほとんどが分布しているこ

とが分かる。このことは、これらのイネ炭化果実がまとまりのある一群であることを示している。

イネ炭化果実 (炭化米)については佐藤の研究 (佐藤1988)があり、佐藤の基準に準拠して検討してみる。ま

ず、粒形の分布図をみると、 S K23、 S K77と もに正規分布を示している。 S K23で は円粒 (～ 1.4)イよ1個体、短

粒 (14～ 2.0)イよ92個体、長粒 (20～ )は 7個体で、そのほとんどが短粒の範囲内におさまる。粒の大きさについ

ては極小粒 (8～12)は 29個体、小粒 (12～ 16)は 69個体、中粒 (16～ 20)は 2個体となっている。これは、極小粒

～小粒に多く分布する傾向にある。 S K77についてもS K23と ほぼ同様な傾向が得られた。円粒 (～ 14)イよ2個体、

短粒 (14～20)は 89個体、長粒 (20～ )は 9個体である。粒の大きさについては極小粒 (8～ 12)は 13個体、小

粒 (12～ 16)は 84個体、中粒 (16～ 20)は 3個体となっている。

同定されたイネ炭化果実の中には焼き太りしている個体がみられた。このことは、イネ炭化果実が堆積前に被熟し、

炭化したことが考えられる。

(島田亮仁)

参考文献

佐藤敏也 1988 「弥生のイネ」『弥生文化の研究 第2巻』 雄山閣
住田雅和・辻誠一郎 1996 「横江庄遺跡出上の炭化米・籾について」『東大寺領横江庄遺跡Ⅱ』 石川県松任市教育委員会
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第2表 院林遺跡出土のイネ炭化果実計測値一覧

第 8図  S K23粒長と粒幅
の散布図

第10図  S K23粒長/粒幅
の分布図

第 9図  S K77粒長と粒幅
の散布図

第11図  S K77粒長/粒幅
の分布図

9

0     2 mm

彎

ネ炭化果実
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第12図 院林遺跡出上のイ



2 寺家廃寺跡の花粉化石
(1)は じめに

旅川右岸のやや小高い場所に立地している寺家廃寺跡において行われた平成20年度の発掘調査で、奈良・平安時代

(8世紀後半～ 9世紀前半)にかけての溝や平安・鎌倉時代 (11世紀後半～12世紀前半)の大溝が確認されている。

以下には大溝遺構より採取された土壌試料について行つた花粉分析の結果を示し、遺跡周辺の古植生について検討

した。

(2)試料と分析方法

試料は大溝遺構 S D01よ り採取された7試料

(試料番号 1～ 7)である。各試料について、

試料 1, 2(7層 )は黒褐色の砂質粘土質シル

ト (旧表土)で、その上位は盛土である。試料

3(8層)は暗褐色の砂質粘土質シルトで、レ

キが認められる。試料 4(13層 )は黒褐色の砂

質シルト質粘土で、レキが点在 している。試

料 5(17層)は暗青灰色の砂質ンルト質粘土で、

レキが点在している。試料 6(22層)は灰掲色

のシルト質細粒砂で、レキが点在～散在してい

る。試料 7(23層 )は暗青灰色のシルト質細粒

砂で、地山である。なお、試料 4～ 6が S D01

の覆土で、時期は13層 (試料 4)が中世中葉

(14世紀頃)、 17層 (試料 5)が中世前葉 (12世紀後半～13世紀)、 22層 (試料 6)が古代 (8世紀後半～ 9世紀)

と考えられている。これら7試料について以下のような手順にしたがつて花粉分析を行った。

試料 (湿重約 5～ 6g)を 遠沈管に採 り、10%水酸化カリウムを加え20分湯煎する。水洗後、0.5mm目 の節にて植

物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次ぎに460/Oフ ッ化水素酸処理を行い水洗する。水洗後、

重波分離 (臭化亜鉛溶液 :比重21を加え遠心分離)を行い、浮遊物を回収する。水洗後、酢酸処理、続けてアセト

リシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸の混酸を加え3分間湯煎)を行い、水洗する。この残澄にグリセリンを滴下し県

存用とする。検鏡はこの残澄より適宜プレパラートを作製して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

(3)分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉27、 草本花粉30、 形態分類を含むシダ植物胞子 5の総計62である。こ

れら花粉・シダ植物胞子の一覧を表 3に、またそれらの分布を第14図 に示したが、試料 5～ 7の 3試料については得

られた花粉化石数が非常に少なく分布図として示すことが出来なかった。なお分布図について、樹木花粉は樹木花粉

総数を、草本花粉・シダ植物胞子は全花粉胞子総数を基数として百分率で示してある。また、図および表にお
いてハ

イフン (― )で結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難なものを示し、クワ科、バラ科、マメ科の花粉は樹木起

源と草本起源のものとがあるが、各々に分けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括して入れてある。

先に記したように下部3試料においては得られた花粉化石数が少なかつたことから上位 4試料についてその特徴を

示す。

L==58 60rn_

① 盛土
② 旧表土 (耕作土)
③ 近代盛土
④ SD01(黒褐色砂質シルト)
⑤ SD01(暗青灰色砂質シルト質粘土)
⑥ SD01(灰褐色シルト質細粒砂)
⑦ 地山

0      50cm
呻

第13図 寺家廃寺跡、花粉採取地点土層柱状図

①

②

③

④

⑤

⑦
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検鏡の結果、試料 4においてはニレ属―ケヤキ属が最も多く検出されているが、上部に向かい急減している。反姑

にハンノキ属は上部に向かい急増している。コナラ属コナラ亜属も多く、試料 2, 3で は出現率300/0前後を示し最優

占している。その他では針葉樹のマツ属複維管東亜属 (ア カマツやクロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)やスギが

10%前後を、落葉広葉樹のクマシデ属―アサダ属やブナが 5%前後を示しており、常緑広棄樹のコナラ属アカガシ亜

属も若千観察されている。草本類ではイネ科が非常に多く、出現率は50～ 70%を示している。その他はいずれも低率

で、その中ではアブラナ科が上部に向かい漸増しており、最上部試料 1では約10%を示している。またソバ属が試料

4で 3%の 出現率を示すなど、連続して検出されている。低率ではあるが水生植物のオモダカ属やミズアオイ属も多

くの試料で観察されている。

なお試料 5ではスギが、試料 6ではコウヤマキ属が樹木花粉では最も多く得られており、草本類ではイネ科が観察

されている。

(4)遺跡周辺の古植生

上記した花粉分析結果から寺家廃寺跡周辺の植生変遷について記す。

古代 (8世紀後半～9世紀 :試料 6)や中世前葉 (12世紀後半～13世紀 :試料 5)、 地山層堆積期 (試料 7)の植

生については得られた花粉化石数が非常に少なく言及できないと考えるが、古代においてはスギが、古代～中世はコ

ウヤマキ属やスギなどが生育していたと推測されよう。

中世中葉 (14世紀頃 :試料 4)の遺跡周辺丘陵部ではニレ属―ケヤキ属を中心にコナラ亜属、クマンデ属―アサダ

属などが生育する落葉広葉樹林が広く成立していたとみられる。その後、ニレ属―ケヤキ属は急速にその分布域を狭

め、代わってコナラ亜属が優勢となったようである。その要因については不明であるが、ニレ属あるいはケヤキ属が

有用材としてこの時期盛んに使われ、その跡地にコナラ亜属が侵入して分布を拡大した可能性が考えられる。これに

ついては本遺跡や周辺遺跡における木材利用を検討することでその様相をみることができるのではないかと思われる。

この時期の遺跡周辺丘陵部では上記落葉広葉樹林の他、ニヨウマツ類やスギなどの針葉樹林も一部に成立していた

ものと推測され、こうした様相は3層堆積期まで大きく変わることなく続いたと推察される。

一方低地部では河川の影響も少なくなり、河畔林・湿地林要素のハンノキ属が大溝周辺に分布を拡大したとみられ

る。またこの時期の低地部では水田稲作が行われていたと推測され、この水田内にはオモダカ属 (オモダカ、ウリカ

ワなど)や ミズアオイ属 (コナギなど)と いった水田雑草類が生育していたとみられる。さらに試料 4ではソバ属が

多量に検出されていることから、遺跡周辺にソバの畑も存在したことが推測される。ソバ属はその上位にかけて連続

して検出されており、水田稲作とともにソバの栽培も継続して行われていたと推察される。また、アプラナ科も試料

1においてやや多く検出されており、いわゆるアブラナやダイコンなどのアブラナ科の野菜類も栽培されていた可能

性が考えられる。しかしながら現時点において花粉形態でこれらを区別することはできず、これについては今後の課

題である。

なお試料 6, 7(22層、23層 )においては砂が卓越していることから、多くの花粉は流失している可能性が考えら

れる。また試料 5(17層 )も粘土分が多いものの砂やレキも認められ、試料 6, 7同様に流失してしまっている可能

性が推察される。
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第 3表 産出花粉化石一覧表

名学名和

樹木
モミ属
ツガ属

トウヒ属
マツ属単維管束亜属
マツ属複維管束亜属
マツ属 (不明)
コウヤマキ属
スギ

イテイーイヌガヤ科―ヒノキ科
ヤナギ属

サワグルミ属―クルミ属
クマシデ属 ―アサダ属
カバノキ属
ハンノキ属
ブナ
コナラ属コナラ亜種
コナラ属アカガシ亜種
クリ属
ニレ属―ケヤキ属
エノキ属―ムクノキ属
ユズリハ属近似種
ニンキギ属
カエデ属
トテノキ属
ウコギ科
トネリコ属
スイカズラ属

Abjぃ

Ts,go
Яttα

Яれ,, subgen lcPJοη Jοれ
P,ヵ,s subgen DヵJoη Joれ
R力,S OnknOwn)
ScラαJopり

`
Crypιοれ¢″けo,cPο力ιCα D Don
Taxaceae‐Cephalotaxaceae‐ Cupresaceae

Sα JJ″

角 9rocαりo‐ 挽ぞJαヵs
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Q″¢′0,S Subgen L9pt'ο bαιαヵ,s
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ci Dcpんヵ

"物
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Celastraceae
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A9sc,J,s
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Fro2し ,,s
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．

．

．

‐

２２

・８

１

２２

２

一

２

９

５
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‐１

％

一

１

５

一

一

２０

１７

一
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１

１

１
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４
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・７
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２

一

２

一
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２２

９

一

２６

２

一

１

５

４

８３

５

４５

一

6

1

2

4

2

65

1

1

1

2

草本

オモダカ属 Scgテι施′,α

スブタ属―ミズオオバコ属   BlyTc‐ Oιι¢Jうo

１

一

第

‐０

２

一

一

一

一

１

一

２

１

２５

・１

３

一

一

２

７

一

４

一

７６

・７

一

１

一

２

一

４

１

１

２

１

４

４

一

１

２
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２
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．
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1

1

l―
― ―
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1-― ―
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1     3    12     1     -     1     -

3    13    14     8     -     ―     ―

イネ科
カヤツリグサ科
ホシクサ属
ツユクサ属
イボクサ属
ミズアオイ属
ヒガンバナ属近似種
クワ科
ギシギシ属

他のタデ属
ソバ属
アカザ属―ヒユ科

ナデシコ科
コウホネ属
カラマツソウ属

他のキンポウゲ科
アブラナ科
バラ科
マメ科
キカシグサ属
アリノトウグサ属
シソ科
オオバコ属
オミナエシ属
ヨモギ属

他のキク亜科

ヒカゲノカズラ属
ゼンマイ科
サンショウモ

単条型胞子
三条型胞子

Grammeae
Cyperaceae

βrじοco,Jο冷
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l     l     ―

2     2     -

2     1     6

1     -     ―

―     -     2

-     2    -

タンポポ正科         Llgulinorae
シダ植物

樹木花粉                    Arboreal potten
車本花粉            Nonarboreal ponen
シダ植物胞子          Spores
花粉・胞子総数         Total Pollen&Spores

2-23-― ―

1614-― ―

31-18-― ―

13    18   49    18    12    28     5

5     3     5     3     2     2     -

214   207   114   206     9    11     0

567  1033   381   569    21    19     0
24    28    57    46    14    30     5

805  1268   552   821    44    60     5

Lγ copο

'テ

レp
Osmundaceae
sαιυウ乃ウα 乃oιαヵs
Monolete spore

Trilete spore

不明花粉 Unknown pollen
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1:マツ属複維管束亜属 PLC.SS 4705
2,コナラ属コナラ亜属 PCL.SS 4706
3:ニ レ属―ケヤキ属  PCL.SS 4707

第15図 寺家廃寺跡の花粉化石

４

５

６

0            0 02mm

―
PLC.SS 4704 試料 2

PCL SS 4703 評tガ牛2

PCLSS 4708 試料 4

試料 2

試料 2

試料 4

イネ科

アブラナ科

ソバ属
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3 寺家廃寺跡のプラント・オパール

(1)は じめに

富山県南砺市寺家に所在する寺家廃寺跡において行われた平成20年度の発掘調査で、余良・平安時代 (8世紀後

半～ 9世紀前半)にかけての溝や平安・鎌倉時代 (11世紀後半～12世紀前半)の大溝が確認され、奈良。平安時代の

溝は農業に関する遺構と推測されている。以下には耕作土直下より採取された土壌試料について行つたプラント・オ

パール分析の結果を示し、寺家廃寺跡におけるイネ科植物について検討した。

(2)試料と分析方法

分析用試料は、耕作面は確認されていないが耕作土直下と考えられる地山± 3点 (田畠 1～ 3)と この田畠の用

排水路と推測されるS D03溝覆± 1点の計 4試料である。土相について、地山± 3試料は褐灰色～黒褐色の粘土質砂、

S D03覆土は黒褐色の砂質粘土である。プラント・オパール分析はこれら4試料について下記の方法にしたがって

行つた。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する (絶対乾燥重量測定)。 別に試料約 lg(秤量)を トールビーカーにとり、約

0.02gの ガラスビーズ (直径約0.04mm)を 加える。これに30%の過酸化水素水を約20～ 30cc加え、脱有機物処理を行

う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法により0 01mm以下の粒子を除去する。こ

の残澄よリグリセリンを用いて適宜プレパラートを作製し、検鏡した。同定および計数は機動細胞珪酸体に由来する

植物珪酸体についてガラスビーズが300個 に達するまで行った。

(3)分析結果

同定 。計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料 lg当 りの各プラント・オ

パール個数を求め (表 4)、 それらの分布を第16図に示した。以下に示す各分類群のプラント・オパール個数は試料

lg当 りの検出個数である。

検鏡の結果、全試料よリイネのプラント・オパールが検出され、個数的にはS D03のみ10,000イ固以上と多く観察さ

れ、田畠 1も 5,000個 を越えているが、他の2試料は2,000個 強であった。また穎 (籾殻)の部分に形成されると酸体

の破片が S D03か ら得られている。

イネ以外ではクマザサ属型が最も多く検出されているが、多くて S D03の 7,400個で、10,000イ固を越える試料はな

い。キビ族も全試料で観察されたが、個数的には2,000個前後と少ない。その他、ネザサ節型やウシクサ族が若干得

られている。

(4)イ ネについて

上記したように、全試料からイネのプラント・オパールが検出された。ここで検出個数について示すと、イネの

プラント・オパールが試料 lg当 り5,000個以上検出された地点から推定された水田址の分布範囲と、実際の発掘調

査とよく対応する結果が得られている (藤原,1984)。 こうしたことから、稲作の検証としてこの5,000個 を目安に、

プラント・オパールの産出状態や遺構の状況をふまえて判断されている。上記したように寺家廃寺跡では田畠1と S

D03の 2試料においてこの5,000個 を越えるイネのプラント・オパールが検出されており、これら2地点において検

出個数のみからは稲作が行われていた可能性は高いと判断される。しかしながらS D03試料は溝の覆土であることか

ら溝内での稲作は考えられず、イネのプラント・オパールは溝周辺の稲作地からの流れ込んだことが推測されよう。

また水田 1は地山土であることから上位の水田層より混入したことが考えられ、他の2試料においても同様のこと

―- 20 -―



第4表 試料 18あ たりのプラント・オパール個数

試料番号
イネ

(個/g)
イネ穎破片

(個/g)
ネザサ節型

(個/g)
クマザサ属型

(個/g)
シバ属

(個 /g)
キビ族

(イ固//g)

ウシクサ族

(個/g)
不明

(イ固//g)

田畠 1 5,100 0 2 000 6.100 0 1,000 0

田畠2 2,200 0 0 2,2110 2,200

田畠3 2,300 0 1,200 2,300 0 1,200 2,300 0

S D03 11,Ollll 3,700 0 7,400 0 2,500 2,500 3,700

ウ
シ
ク
サ
族

キ
ビ
族

シ
バ
属

ク
マ
ザ
サ
属
型

ネ
ザ
サ
節
型

イ
ネ
穎
破
片

田畠 1

田畠 2

田畠 3

S D03

第16図  プラント・オパール分布図

が推測されよう。一方で時期は不明であるが地山層堆積期においても稲作が行われていた可能性が考えられ、これに

ついては遺構 。遺物の有無等、発掘状況など総合的に判断されることが望まれる。

(5)遺跡周辺のイネ科植物

最も多く検出されているクマザサ属型のササ類 (チシマザサ、チマキザサ、ミヤコザサなど)については主に森林

の下草的存在での生育が考えられる。S D01よ り採取された試料について花粉分析が行われており、コナラ亜属やニ

レ属―ケヤキ属などの落葉広葉樹林が成立していたと推測されている。クマザサ属型のササ類はこういった森林の林

下に分布を広げていたとみられる。一方、ネザサ節型のササ類 (ケネザサ、ゴキダケなど)やウシクサ族 (ススキ、

チガヤなど)は 日のあたる開けたところでの生育が考えられ、上記森林の林縁部や遺跡周辺の空き地などに分布して

いたと推測される。またシバ属も同様の所での生育が考えられ、上記した稲作地周辺の畦などにも分布していたと思

われる。

キビ族についてはその形態からアワ、ヒエ、キビといった栽培種によるものか、エノコログサ、スズメノヒエ、イ

ヌビエなどの雑草類によるものかについて現時点においては分類が難しく不明である。しかしながら同試料よリイネ

が検出されていることから、水田雑草として普通にみられるタイヌビエなどの稲作にともなう雑草類ではないかと思

われる。

(鈴木 茂)
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まとめ

寺家廃寺跡 2地区

・今回調査した 2地区は、8世紀後半から9世紀にかけての溝 6条 (S D01～ 05'07・ 08)と それに囲まれる田畠3

基・ピット2基、12世紀後半～13世紀にかけての大溝 (S D01)と 区画溝 (S D06)をそれぞれ検出した。

・大溝 (S D01)は平成19年度に調査した 1地区の続きである。 S D01の下層からは8世紀後半～9世紀にかけての

土師器・須恵器が出土しており、8世紀後半以降の遺構であることが判明した。

・田畠 1～ 3の地山面直下とS D03か らは、イネのプラント・オパールを検出した。このことから、田畠である可能

性が高くなった。本調査区は狭いため、今後周辺の調査から遺構の性格を判断する必要がある。

院林遺跡 4地区

。今回調査した4地区は、8世紀後半～ 9世紀の柵 1条 (S A01)。 掘立柱建物 3棟 (S B03～ 05)・ 井戸 1基 (S

E02)・ 溝 6条 (S D01・ 02・ 05・ 13・ 16・ 22)・ 土坑 (S K23'77)・ 柱穴、12世紀後半～13世紀の溝 3条 (SD

07・ 14・ 15)、 17世紀後半～18世紀の掘立柱建物 2棟 (S B01'02)、 井戸 1基 (S E01)、 土坑、柱穴を検出した。

。S B03～ 05は方形の柱穴をもつ掘立柱建物で8世紀後半から9世紀前半の建物である。 S B05は S B04に柱穴が切

られていることから、 S B05か らS B04へ建て替えられたものと推測できる。また、S B05よ りS B04の方が桁行の

間隔が長く、 S B031よ S B04と 桁桁の長さが共通していることから、S B03と S B04が同時期に存在したと推定でき

る。建物方位は南東～北西方向が軸である。

'S D05。 16からは8世紀後半から9世紀にかけての遺物がまとまって出土した。これらの遺物の中に、双耳杯・灰

釉陶器・円面硯がある。双耳杯は東海地方の影響を受けた器種とされ (西井1990)、

富山県では砺波市福山 1号窯、高岡市東木津遺跡で出土している。灰釉陶器は器種

は椀・重があり、いずれも黒笹90号窯式のものである。円面硯は2点出土しており、

小型のものである。転用硯は出土しなかった。

・S A01は S B04・ 05の柱穴を切っていることから、9世紀以降に設置された柵で

あれ SA鋭の南側□ よSE磁があ嵯 軸をそろえていることから剛寺期のものと
 慕望藝
F=推定できる。 S A01を撤去した後、 S D14・ 15が同一箇所に掘削される。このSD

14・ 15からは10世紀前半の土師器皿が出土していることから、これ以後に柵から区

画溝へ変化したと推定できる。当遺跡では12世紀後半～13世紀に大規模な区画溝が

構築されるため、 S D14・ 15が区画溝としての時期はこの時期になる可能性が高い。

・S B01は、17世紀後半から18世紀にかけての掘立柱建物で、ヒロマ型の間取りの

建物と推定できる。

総括

寺家廃寺跡と院林遺跡を平成18年より調査した結果、12世紀後半から13世紀にか

けての区画溝が計画的に掘削されていることが判明した。第20図は、旧地割りおよび小字と発掘調査で判明した当

該期の遺構を合せた図面である。この遺構群に 1町 (1辺106m)の方画地割をあわせると、区画溝がほぼ合致する。

また、地頭屋敷 (鴨原屋敷)と される常願寺はこの 1町分の区画を有し、寺家廃寺跡から常願寺へのびる東西の区画

の両狽1に政所 。公文所の小字がある。この東西区画から、北へ旅川が区画に沿って直線的に延びることも注目できる。

1171年以前に院林郷が円宗寺領 (倉1建 1070年 )になったとされ (長島他1964)、 方画地割が成立する時期とほぼ重な

る。荘所の位置など今後の課題はあるが、中世前期の荘園遺跡として良好な遺跡となるであろう。  (岡 田一広)

0                  1 0cm

l 砺波市福山 1号窯
2 高岡市東木津遺跡
3 南砺市院林遺跡

第18図  富山県下の双耳杯

(S=1:4)
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第 5表 寺家廃寺跡2地区、土器類計測表

No 遺構 種  類 器  種
法量 (cm) 胎   土

釉   調 焼成
口縁部残存率

〔 〕底部残存率口径 1 器高 1 底径 色 調 : 密度
1 S D01 土師器 椀 灰黄褐色 : 密 良 07//12
2 S D01 土師器 椀

刀
生

刀
仕 64 灰黄褐色 : 密 良 30//12

3 S D01 土師器 椀 7 6 1 (3.2) 黄橙色 1 密 良 15/12
4 S D01 土師器 甕 921(84) 黄橙色 密 良 11/12
S D01 土師器 甕 731(58) 黄橙色 1 密 良 05//12
S D0 須恵器 杯 A 18197) 青灰色 1 密 やや良 17/12

7 S D0 須恵器 杯 A 1.6 青灰色 1 密 やや良 06//12
S D0 須恵器 杯 A 34 80 青灰色 1 密 やや良 2.3//12

9 S D0 須恵器 杯 A 34 青灰色 1 密 やや良 40//12
S DO 須恵器 杯 A 08 40 青灰色 : 密 良 18/12
S DO 須恵器 杯 A 26 青灰色 1 密 良 08//12
S DO 須恵器 杯 A (24)1   77 青灰色 1 密 やや良 〔5.5〕 ///12

S D0 須恵器 杯 B 1121  391  64 青灰色 1 密 良 01/12
S D0 須恵器 杯 B 1101  361  58 青灰色 1 密 良 05//12
S D0 須恵器 杯 B 80 青灰色 1 密 良 〔2 1〕 ///12

S D0 須恵器 杯 B (45 68 青灰色 1 密 良

7 S D0 須恵器 杯 1191(33 青灰色 : 密 良 16//12
8 S D01 須恵器 杯 118 青灰色 : 密 良 10/ 2
S D01 須恵器 杯蓋 155 25 青灰色 1 密 良 12/ 2

20 S D01 須恵器 杯蓋 13 6 14 青灰色 1 密 良 15/ 2
S D01 須恵器 杯蓋 114 青灰色 1 密 良 4.0// 2

S D01 須恵器 杯蓋 32 青灰色 1 密 やや良

S D01 須恵器 杯蓋 20 青灰色 1 密 良

S D01 須恵器 杯蓋 青灰色 1 密 良

S D01 須恵器 直口壼 1071( 14 青灰色 : 密 良 10//12
26 S D02 須恵器 杯 A (26)1  7.7 青灰色 : 密 良 〔80〕 /12
つ
々 S D02 須恵器 杯 B 62 青灰色 1 密 良 〔12,0〕 /12
28 S D02 須恵器 杯 B 56 青灰色 : 密 良 〔6.0〕 /12
S D02 須恵器 杯 B 56 青灰色 : 密 良 〔69〕 /12

30 S D02 須恵器 杯 118 青灰色 : 密 良 1,0//12

S D02 須恵器 杯蓋 116 青灰色 1 密 良 22//12

S D02 須恵器 杯蓋 ⑫ O) 青灰色 1 密 良

S D03 土師器 甕 22 61 (7 0) 黄橙色 1 密 良 02//12

S D03 土師器 甕 (136) 黄橙色 1 密 良

S D03 土師器 甕 (2.9)1 58 黄橙色 i 密 良 〔120〕 /12
S D03 須恵器 杯 A 1121  341   79 青灰色 1 密 良 12 0///12

●
イ S D03 須恵器 杯 B 儀 1)1 70 青灰色 1 密 良 〔22〕 /12
38 S D03 須恵器 杯 B (15)1 62 青灰色 1 密 良 〔12.0〕 /12
39 S D03 須恵器 杯蓋 1121   28 青灰色 1 密 良 1.8///12

40 S D03 須恵器 杯蓋 124:   15 青灰色 1 密 良 20//12

S D03 須恵器 短頸壼 131:(39) 青灰色 1 密 良 10//12
つ
々
刀
仕 S D04 土師器 鍋 35 4 1   11 2 責橙色 1 密 やや良 20//12
つ
０
刀
仕 S D04 土師器 枕 13 4: (3 3) 責橙色 1 密 良 1.6///12

S D04 須恵器 杯 A 1121   301   72 青灰色 1 密 良 61//12

45 S D04 須恵器 杯 A 1181   351  70 青灰色 ! 密 良 32//12

46 S D04 須恵器 杯 B (38)1   60 青灰色 : 密 良 〔45〕 /12
И
仕 S D04 須恵器 杯蓋 17 5 1 (2 0) 青灰色 : 密 良 14//12

S D04 須恵器 杯蓋 1181(18) 青灰色 : 密 良 25//12

49 S D04 須恵器 甕 (80) 青灰色 1 密 良

S D05 土師器 椀 1281   4.41   50 黄橙色 1 密 良 1.1/12
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配 遺構 種  類 器  種
法量 (cm) 胎  土

イ由    弓同 焼成
日縁部残存率

〔 〕底部残存率口径 器高 : 底径 色 調 ! 密度
S D05 土師器 甕 1801(30) 黄橙色 1 密 良 06//12

S D05 土師器 甕 1721(3D 黄橙色 : 密 良 0.7//12

S D05 土師器 甕 (8.2)| 黄橙色 : 密 良

54 S D05 土師器 甕 (61) 黄橙色 1 密 良

S D05 須恵器 杯 1221(20 青灰色 1 密 良 11/12
S D05 須恵器 杯 A 12 01   2 91    8.4 青灰色 : 密 良 07//12

７
Ｖ S D05 須恵器 杯 A 11 71   3 71    7.9 青灰色 1 密 やや良 05//12

58 S D05 須恵器 杯 A 1131   331   7.9 青灰色 1 密 やや良 46//12

S D05 須恵器 杯 A (20)1 66 青灰色 ! 密 良 〔28〕 /12
60 S D05 須恵器 杯蓋 164 26 青灰色 1 密 良 60//12

61 S D05 上師器 甕 (104) 黄橙色 1 密 良

つ
々
食
υ S D05 土師器 甕 (69) 責橙色 1 密 良

S D05 須恵器 甕 (18.5) 青灰色 1 密 良

64 S D06 須恵器 杯 B (21)1 67 青灰色 i 密 良 〔4 6〕 ///12

S D07 須恵器 杯 A (15)1 80 青灰色 1 密 良 〔21〕 /12

66 S D07 須恵器 杯 B (24)1  6.2 青灰色 1 密 良 〔40〕 /12

S D07 須恵器 杯 11,8:   36 青灰色 1 密 良 1.4///12

68 S D07 須恵器 杯蓋 12.01 (1 6) 青灰色 : 密 良 0.6ノ//12

S D07 須恵器 杯蓋 12.41 (2 1) 青灰色 : 密 良 01//12

S D08 土師器 甕 11,1 1 (3.7) 灰黄褐色 : 密 良 22//12
７
ｒ 田昌 1 須恵器 杯蓋 11.21(23) 青灰色 : 密 良 22//12
７
ｒ 田畠 2 土師器 奏 17.6 1 (4 8) 黄橙色 : 密 やや良 08//12
，
Ｖ 田畠3 須恵器 杯蓋 12.21(21) 青灰色 : 密 良 21//12

74 S P01 土師器 奏 12.01 (3 4) 黄橙色 : 密 良 08//12

S P02 土師器 甕 1151(47) 黄橙色 : 密 良 02//12
７
！ 表土 須恵器 杯 A 1281   291   85 青灰色 : 密 良 0.3//12
７
ｒ X12.Y10 土師器 甕 (50 黄橙色 : 密 良
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第 6表 院林遺跡 4地区、土器類計測表

No 遺構 種  類 器  種
法量 (cm) 胎  土

オ由    弓同 焼成
口縁部残存率

〔 〕底部残存率器高 : 底径口径 色 調 : 密度

1

S A01

P8
土師器 椀 13 8 : (3.1) 橙色  : 密 やや良 1.2///12

S A01

P6
土師器 枕 (24)1   63 黄橙色 1 密 良 〔60〕 /12

S A01

P5
土師器 椀 (22)1 64 黄橙色 1 密 良 〔3.5〕 /12

4
S A01

P3
土師器 椀 (1.2)1   58 黄橙色 1 密 良 〔120〕 /12

5
S A01

P5
土師器 椀 (15)1 46 黄橙色 : 密 良 〔120〕 /12

6
S A01

P5
須恵器 双耳瓶 (92) 青灰色 : 密 良

7
S A01

P9 須恵器 奏 (53) 青灰色 : 密 良

8
S A01

P4
須恵器 甕 (83) 青灰色 : 密 良

S A01

P7
須恵器 甕 (101) 青灰色 : 密 良

S A01

P9
須恵器 甕 (70) 青灰色 : 密 良

S A01

P8
須恵器 甕 (10 青灰色 : 密 良

S B01

P4
土師器 椀 14 8 : (4 3) 黄橙色 1 密 良 25//12

S B01

P13
土師器 椀 (09)1  49 黄橙色 1 密 良 〔11.0〕 /12

14
S B01

P13
土師器 甕 2521(3.り 黄橙色 1 密 良 1.5//12

S B01

P13
須恵器 杯 139:(37) 青灰色 1 密 良 0.9//12

S B01

P13
須恵器 杯 B 108:(35) 青灰色 1 密 良 13//12

S B01

P8
須恵器 杯 A 108:   331   68 浅黄橙色 1 密 良 11/12

18
S B01

P13
須恵器 杯 B 148:   61:   64 青灰色 1 密 良 3.8///12

19
S B01

P13
須恵器 杯蓋 1591(1 1) 青灰色 i 密 良 2 5///12

20
S B02

P3
土師器 甕 (27)1 65 黄橙色 : 密 良 〔61〕 /12

S E01 土師器 皿 1471(3.8) 黄橙色 : 密 良 11/12
S E01 伊万里 椀 49 灰白色 1 密 灰白色 良 30//12

23 S E02 土師器 椀 (1.働 1 63 黄橙色 1 密 良 〔2.6〕 /12
つ
々 S E02 土師器 椀 (1.4)  51 黄橙色  1 密 良 〔120〕 /12

S K02 土師器 椀 138:(36) 黄橙色 : 密 良 10//12

26 S K02 土師器 皿 1191   271   61 黄橙色 : 密 良 4.6///12

S K02 須恵器 杯 A 27 黄橙色 : 密 不 良 〔120〕 /12

S K02 須恵器 杯 A 74 青灰色 : 密 やや良 〔55〕 /12

S K02 須恵器 杯蓋 186 青灰色 1 密 良 10//12

S K02 須恵器 杯蓋 11,7 つ
々 青灰色 1 密 良 13//12
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No 遺構 種  類 器  種
法量 (cm) 胎   土

釉   調 焼成
口縁部残存率

〔 〕底部残存率口径 1 器高 1 底径 色 調 1 密度
S K02 須恵器 杯蓋 12 6 1 (2 2) 青灰色 1 密 良 18//12

つ
る S K02 須恵器 霊 27 71 (4 6) 青灰色 1 密 良 11/12
S K02 須恵器 瓶類 (46)1   88 青灰色 1 密 良 〔28〕 /12

34 S K04 須恵器 杯 10 8 1 (2 9) 青灰色 1 密 良 08//12
S K23 土師器 椀 (30)1  59 黄橙色 1 密 良 〔120〕 /12
S K72 土師器 椀 13 8 1 (4 7) 黄橙色 1 密 良 22//12

S K72 土師器 椀 (15)1 57 黄橙色 1 密 良 〔20〕 /12
S K72 土師器 椀 (16):   72 黄橙色 : 密 良 32〕 /12
S K72 土師器 椀 (1 黄橙色 i 密 良 89〕 /12

40 S K72 須恵器 杯 B (14)1  79 青灰色 1 密 良 45〕 /12
41 S K77 土師器 椀 40 黄栓色 1 密 良 90//12

S K77 土師器 椀 48 黄橙色 1 密 良 40//12

S K77 土師器 椀 4,81(3,9) 黄橙色 1 密 良 26//12

44 S K77 土師器 椀 271(31) 黄橙色 1 密 良 11/12
45 S K77 土師器 杯 221(37) 黄橙色 |やや密 良 26/12
46 S K77 土師器 皿 (17)1  59 黄橙色 1 密 良 〔5 5〕 ///12
刀
■ S K77 須恵器 甕 (54) 青灰色 1 密 良

48 S K77 須恵器 甕 (81) 青灰色 1 密 良

49 S D01 土師器 皿 88 責橙色 1 密 良 31/12
S D01 須恵器 杯 A (13)1  69 青灰色 1 密 良 〔3 0〕 ///12

SD01 須恵器 杯 B (101 78 青灰色 : 密 良 〔2 8〕 ///12

SD 02 須恵器 杯 B 1681   611   88 青灰色 : 密 良 15//12

SD 04 土師器 甕 (24):  63 黄橙色 : 密 良 〔119〕 /12
SD04 須恵器 杯 B 1001   47:   64 青灰色 : 密 良 20//12

SD04 須恵器 甕 4.4) 青灰色 1 密 見

SD04 青磁 椀 137 38) 青灰色 1 密 緑灰色 良 05//12

SD 04 珠洲 甕 73) 青灰色 : 密 良

58 SD 04 入尾 甕 95) 褐色  1 密 良

59 SD05 土師器 椀 1181   39 黄橙色 1 密 良 60// 2

60 SD 05 土師器 椀 58 黄橙色 1 密 良 〔25〕 / 2
SD 05 土師器 杯 B 37)1  73 黄橙色 1 密 良 〔120〕 / 2
SD05 土師器 椀 21)1  84 浅黄橙色 ! 密 良 〔13〕 / 2
SD05 土師器 椀 24) 黄橙色 1 密 良 〔40〕 /12
SD 05 土師器 甕 195:( 94) 黄橙色 1 密 良 3 0///12

SD 05 土師器 甕 134 黄橙色 1 密 良 14//12

SD 05 土師器 甕 31)1  54 黄橙色 1 密 良 〔120〕 /12

SD 05 土師器 甕 39 1 37) 浅黄橙色 1 密 皇 05//12

SD05 土師器 鍋 31 8 75) 黄橙色 1 密 良 25//12

SD 05 土師器 蓋 41) 黄橙色 : 密 良 10//12
，
Ｖ SD05 須恵器 杯 A 34 86 青灰色 1 密 良 46//12

SD 05 須恵器 杯 A 20 青灰色 : 密 良 09//12

SD 05 須恵器 杯 A 18 青灰色 1 密 良 35//12

SD 05 須恵器 杯 A つ
る 青灰色 1 密 良 52//12

74 SD05 須恵器 杯 A 青灰色 1 密 良 59//12

SD 05 須恵器 杯 A 081  301  71 青灰色 1 密 良 3 0///12

76 SD05 須恵器 杯 B 611(54) 青灰色 1 密 良 07//12

SD 05 須恵器 杯 B 75 青灰色 1 密 やや良 6 5///12

SD 05 須恵器 杯 B И
■

０
０ 青灰色 1 密 良 10//12

●
イ SD 05 須恵器 杯 B (53)1  98 青灰色 1 密 良 〔36〕 /12

SD 05 須恵器 杯 B 1131   741   5,2 青灰色 1 密 良 10 5///12

SD 05 須恵器 杯 B 1081   461   54 青灰色 1 密 良 20//12

SD05 須恵器 杯 B （
υ 40 青灰色 1 密 良 16//12
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hlo 遺構 種  類 器  種
法量 (cm) 胎  土

釉  調 焼成
口縁部残存率

〔 〕底部残存率口径 1 器高 1 底径 色 調 1 密度
83 S D05 須恵器 杯 B 95:  421  54 青灰色 1 密 良 0.8//12

S D05 須恵器 杯 B 94 42 つ
々 青灰色 1 密 良 1.5///12

S D05 須恵器 双耳杯 1051   481   57 青灰色 1 密 良 60//12

S D05 須恵器 杯蓋 1541  361 青灰色 1 密 良 3 5///12
０
０ S D05 須恵器 杯蓋 1461   351 青灰色 1 密 良 17//12

88 S D05 須恵器 杯蓋 1231   361 青灰色 1 密 良 48//12

89 S D05 須恵器 杯蓋 1221  231 青灰色 1 密 良 70//12

90 S D05 須恵器 杯蓋 1171   30 青灰色 1 密 良 38/12
91 S D05 須恵器 杯蓋 1151   241 青灰色 : 密 良 45//12
〔
ｙ S D05 須恵器 杯蓋 11.01   251 青灰色 : 密 良 53//12

93 S D05 須恵器 杯蓋 26 青灰色 i 密 良 88//12

S D05 須恵器 杯蓋 1061   251 青灰色 : 密 良 6.8//12

S D05 須恵器 杯蓋 1461(19) 青灰色 : 密 良 10//12

S D05 須恵器 杯蓋 1231(17)| 青灰色 : 密 良 4.0//12

S D05 須恵器 杯蓋 1111(20) 青灰色 : 密 良 45//12

S D05 須恵器 杯蓋 (40) 青灰色 : 密 良

S D05 須恵器 杯蓋 (18) 青灰色 : 密 良

S D05 須恵器 瓶 1311(103) 青灰色 : 密 良 50//12

S D05 須恵器 双耳瓶 (51) 青灰色 : 密 良

つ
々 S D05 須恵器 瓶 2701(61) 青灰色 : 密 良 0.8//12

S D05 灰釉陶器 椀 14,7 1 (3 5) 青灰色 1 密 オリーブ灰色 良 14//12

S D05 灰釉陶器 一霊 (59) 青灰色 i 密 緑灰色 良

S D05 月巴前 椀 221  4,7 青灰色 : 密 緑灰色 良 〔90〕 /12
S D05 土製品 円面硯 24 1 1   6 7 青灰色 1 密 良 62//12

S D06 土師器 椀 1141  431  48 黄橙色 1 密 良 11.9//12

110 S D06 土師器 椀 (17)1 53 黄橙色 1 密 良 〔120〕 /12
S D06 須恵器 杯 118:(48) 青灰色 i 密 良 1.0//12

S D06 須恵器 杯蓋 117:(15) 青灰色 1 密 良 1.8///12

S D06 須恵器 瓶 (12.8) 青灰色 1 密 良

S D07 土師器 皿 94 つ
々

И
仕 黄橙色 密 良 2.1///12

S D07 土師器 皿
７
ｒ 黄橙色 1 密 良 0.9///12

S D07 土師器 椀 (1,3):  79 黄橙色 : 密 良 〔35〕 /12

S D07 土師器 椀 (1.9)1  68 黄橙色 1 密 良 〔7 0〕 ///12

118 S D07 須恵器 杯 A 1041  301  64 青灰色 1 密 良 40//12

S D07 須恵器 杯 B 1181  451  80 青灰色 i 密 良 12//12

S D07 須恵器 杯 B (47)1 9.5 青灰色 1 密 良 〔55〕 /12

S D07 須恵器 杯 B (31): 71 青灰色 : 密 良 〔4 0〕 ///12

S D07 須恵器 杯 B (3.3)1 74 青灰色 : 密 良 〔32〕 /12

S D07 須恵器 杯 B (43)1 68 青灰色 : 密 良 〔18〕 /12
S D07 須恵器 杯蓋 1191(16) 青灰色 : 密 良 15//12

つ
々 S D07 須恵器 里 1861(71) 青灰色 1 密 良 08//12

126 S D08 土師器 椀 1381(32) 黄橙色 1 密 良 09//12

127 S D08 須恵器 霊 19 2 1 (4 3) 黄橙色 1 密 不 良 1.1/12

128 S Dll 須恵器 甕 4431(24) 青灰色 : 密 良 01//12

SDH 須恵器 士霊 2181(12) 青灰色 : 密 良 08//12

S D13 土師器 椀 1181   351   60 黄橙色 : 密 良 11/12
S D13 土師器 杯 A 1181(32)1   91 黄橙色 : 密 良 12//12

S D13 須恵器 杯 B 116:  431   78 青灰色 i 密 良 67/12
S D14 土師器 皿 1161  231   52 黄橙色 1 密 良 2.5///12

134 S D22 土師器 椀 13 3 1 (4.9) 黄橙色 : 密 良 10//12

S D16 土師器 鍋 3511(11.3) 浅黄橙色 : 密 やや良 10//12

S D16 土師器 椀 (101 55 黄橙色 : 密 良 〔120〕 /12
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血 遺構 種  類 器  種
法量 (cm 胎  土

釉   調 焼成
口縁部残存率

〔 〕底部残存率口径 : 器高 1 底径 色 調 : 密度
S D16 須恵器 杯 A 1211   341   9,0 青灰色 1 密 良 40/イ 12

つ
０ S D16 須恵器 杯 A 12.01  3.21   74 青灰色 1 密 良 36//12
S D16 須恵器 杯 A 12.01   3 51   7.4 青灰色 : 密 良 38//12

140 S D16 須恵器 杯 A 1161  3.51  86 青灰色 i 密 良 4.0//12

S D16 須恵器 杯 A 1101  321  79 青灰色 : 密 良 25//12
142 S D16 須恵器 杯 B 15,01   6 0:   8,9 青灰色 : 密 良 11/12
143 S D16 須恵器 杯 B (1,9)1  5,0 青灰色 : 密 良 〔12.0〕 /12
刀
仕 S D16 須恵器 甕 (10.0) 青灰色 1 密 良

145 Pl 土師器 椀 11.81(27) 黄橙色 1 密 良 10//12
146 攪乱 土師器 椀 (31)1 65 黄橙色 1 密 良 〔30〕 /12
刀
生 攪乱 月巴前 椀 (4.7)1 4,7 青灰色 : 密 緑灰色 良 〔40〕 /12
148 X25,Y26 縄文土器 深鉢 (54) 褐色  :やや祖 良

149 X20.Y25 土師器 椀 (34)1   8.1 黄橙色 : 密 良 〔1.5〕 /12
150 X12,Y14 土師器 皿 12.51   181   59 灰白色 : 密 やや良 1.5//12

X20,Y25 土師器 高杯 (2.3) 浅黄橙色 : 密 良

X28,Y26 須恵器 皿 911  201  43 黄橙色 i 密 良 9.2//12

153 X20,Y25 土師器 皿 97 88 黄橙色 密 良 2.6//12

X13,Y16 土師器 皿 8,71   1.31  7.3 黄橙色 1 密 良 15//12
X24.Y21 土師器 甑 (73) 黄橙色 1 密 良

X20,Y27 土師器 鍋 39 31 (5 4) 黄橙色 : 密 良 04//12
X20.Y25 須恵器 杯 A つ

々 8.1 青灰色 : 密 やや良 01//12
158 X20 Y25 須恵器 杯 A 11 8 1 (3.2)1    8 9 青灰色 : 密 良 22//12
159 表土 須恵器 杯 A 11.1:   351   83 青灰色 ! 密 やや良 3 5///12

160 X21,Y24 須恵器 杯 B 158:   6.8,   90 青灰色 1 密 良 1.8///12

161 X21,Y24 須恵器 杯 B 1471   611   74 青灰色 ! 密 良 11/12
浚
υ X19,Y19 須恵器 杯 B 10 81   4.21    5 9 青灰色 : 密 良 15//12
X20,Y25 須恵器 杯 B 10 1 1   4.2:    5,8 青灰色 : 密 良 55//12

164 X19,Y19 須恵器 杯 B (2.5): 52 青灰色 : 密 良 〔6 1〕 ///12
X20,Y25 須恵器 蓋 19.1 1    3 3 青灰色 : 密 良 4.1//12

166 X20,Y25 須恵器 蓋 11,21  3.1 青灰色 : 密 良 0.1/12

X4,Y7 須恵器 長頸瓶 (4.8)1   6.1 青灰色 : 密 良 〔40〕 /12
168 X5,Y7 須恵器 瓶 (63) 青灰色 : 密 良

169 】24,Y37 灰釉土器 皿 (2.5)1  9,0 青灰色 i 密 オリーブ灰色 良

170 表土 須恵器 甕 (3.2) 青灰色 : 密 良 0,1ノ//12

X20,Y25 珠洲 甕 (3.5) 青灰色 1 密 良 0.1//12

X20,Y25 珠洲 橋鉢 37.0: (9.6) 青灰色 1 密 良 0,7//12

X6,Y7 肥前 灯明皿 8.5 44 黄橙色 |やや密 灰白色 良 0,1//12

174 X19,Y21 土製品 円面硯 (4 2) 1   15 5 青灰色 1 密 良 〔30〕 /12

表7 院林遺跡4地区、鉄滓・石製品計測表

No 遺構 種  類 器  種
法量 (cm)

備 考全長 : 全幅 : 全厚
(口径)(器高)|(底径)

S D05 鉄津 椀型津 6.01  7.31  31 重量109g。 磁気を帯びていない。
S D05 鉄津 杭型淳 8,7 重量209g。 磁気を帯びていない。

X24,Y25 石製品 石鍋 6.11  3.4i  14 滑石製。温石として再利用。石鍋の口径は31 0cm。
，
ｒ X21,Y26 石製品 石鉢 (3 1)1   12 3 緑色凝灰岩製。残存率0.5/12。
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第21図 寺家廃寺跡 2地区平面図  (S=1:200)

―- 35 -―



ブ

／

＼囁

ギデ

惟
ォ

(S=1:40)第22図 寺家廃寺跡2地―区の遺構 (1)
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千
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一|
S D08

A′

易

― |

S D04

〒
５

７

S D07         ｀S、

ギP
10

X8②

y許
＼、

S D05

欝_/´
1生

田畠2

や

S D01

ギ〒

Ю

ＳＸギ

0    刊    2         4m

S D01

① 10YR2/3

② 10WRち/1

S D02

① 10YR4/3

S D03

① 10YR4/1

S D04

① 10YR4/3

S D05

① 10YR3/3

L=57.40m上

黒褐色シルト質粘土

褐灰色細粒砂質シルト+地山20%

にぶい黄褐色細粒砂質シルト+炭化物 1%

褐灰色細粒砂質シルト十地山200/O

にぶい黄褐色細粒砂質シルト+地山20%

暗褐色中粒砂十φ10～30mnの礫

黒掲色細粒砂質シルト

暗青灰色シルト質粘土 +鉄分

灰黄褐色粘土質シルト十地山20%

にぶい黄褐色細粒砂質シルト+炭化物 1%
暗褐色粘土質シルト

S D07

① 1043/2

S D08

① 10BG4/1

Pl
① 10YR4/2

P2
① 10YR4/3

② 101R3/3

L=5740m」上 L=57.40m上 C′

S D05      ~~~
D′ と=5740m上 E′

P2

喝石

田畠2
L=57.40m上 S D08

第23図 寺家廃寺跡 2地区の遺構 (2)(S=1:80)

①

―- 37-―





(9

S E01

寵

S E02

+3
Y13

巫

禅
S E01

① 10YR3/3

② 10YR3/2

③ 10YR3/2

④ 10YR3/3

⑤ 10BG5/1

⑥ 10GY4/1

⑦ 10YR2/2

③ 101a3/4

③ 101a3/3

◎ 10YP3/3

⑪ 10BG4/1

暗褐色細粒砂質ンルト+炭化物2%
黒褐色粘土質シルト+①09/O+炭化物2%
黒褐色粘土寮シルトキえ化物2%
暗褐色粘土質シルト+炭化物2%
言尿色粘土質シルト+,炭化物2%
暗緑灰色シルト質粘上十えイヒ物2%
黒褐色細粒砂質シルト+炭化物1%
暗褐色細粒砂質シルト+地山20%十 炭化物2%
暗褐色細粒砂質シルト十地山10%+炭化物2%
黒褐色細粒砂質シルト+地山lo%

暗灰青色粘土

S E02

① 101a2/2

② 10強4/1

③ 10YR4/1

④ 10YR4/4

⑤ 10YR2/2

⑥ 10YR4/4

黒褐色組粒砂質シルト+地山50%

褐灰色細粒砂質シルホ+地山20%十鉄分

褐灰色細粒砂質シルト十地山0%
褐色細粒砂質シルト十③3%+⑤10%
黒褐色細粒秒質シルト

褐色細粒砂質シルト

o                   3m全てL=58.00m

第25図 院林遺跡 4地区の遺構 (1) (S=1:60)
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01Ｓ Ａ

弘

BA

0     1     2          4m

B′

S A01 P2

A′

S A01 Pl

S A01 Pl
① 10YR3/2黒褐色細粒砂質シルト+地山40%

全て L圭5800m

第26図 院林遺跡4地区の遺構 (2)

S A01 P2
① 101a3/2

② 10YR3/2

③ 10敵 3/2

④ lllYR3/2

⑤ 10YR3/2

⑥ 10YR4/4
S D14

① 10YR3/4

S D15

① 101a3/4

①

黒褐色細粒砂質シルト十地山41J%+鉄分

黒褐色細粒砂質シルト+地山30%

黒褐色細粒砂質シルト+地山50%

黒褐色細粒砂質シルト十地山10%

黒褐色細粒砂質シルト十地山20%

褐色4tH粒砂質シルト+④

暗褐色細粒砂質ンルト+地山10%

暗褐色細粒砂質シルト十地山10%

C C′

S A01 Pl
① 10W隧/2

② 10YR4/4

S D14

① 10YR3/4

② 10YR3/4

0

灰黄褐色組粒砂質シルト十地山50%

褐色細粒砂質シルト+①乃%

暗褐色細粒秒質シルト+地山10%

暗褐色細粒砂質シルト十地山5%

(平面図S=1 :80、 断面図S=1:60)
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S A01

|

１
０

響

響

D

黒褐色細粒砂質シルト+鉄分

黒褐色細粒砂質シルト十地山20%

黒褐色細粒砂質シルト十地山15%十 鉄分

黒褐色細粒砂質シルト+地山500/O+鉄分

暗褐色細粒砂質シルト十地山10%

S A01 P5
① 10駅3/2

② 10YR3/2

③ 10YR3/2

④ 10VR3/2

G

S A01 P7
① 10釈3/2

② 10釈3/1

③ 101R3/2

④ lσF門/2

⑤ 101R3/2

1:80、 断面図S=1:60)

0    1    2         4m

S A01 P5

黒褐色細粒砂質シルト+地山20%+鉄分
黒褐色細粒砂質シルト十地山10%+鉄分
黒褐色細粒砂質シルト+地山40%

黒褐色細粒砂質シルト+地山50%

3m

G′

黒褐色細粒砂質シルト十地山200/O+鉄分

黒褐色細粒砂質シルト+地山20%

黒褐色細粒砂質シルト+地山10%

黒褐色細粒砂質シルト十地山40%

黒褐色細粒砂質シルト十地山300/O

E′E

S A01 P4
① 10YR3/2

② 101R3/2

③ 10YR3/3

④ 10YR3/3

S D14

① 101R3/4

F

S A01 P6
① 10YR3/1 黒褐色細粒砂質シルト十地山25%+鉄分

② 10YR3/1 黒褐色細粒砂質シルト十地山20%十 炭化物1%
③ 10YR3/1 黒褐色細粒砂質シルトキ地山30%

④ 10YR6/2 灰責褐色細粒砂質シルト十③30%

全てL=5800m

第27図 院林遺跡 4地区の遺構 (3) (平面図S=

詔⑥馬 ①

④ ノ

S A01 P6
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S A01

H

S B01

D

S A01 P3

H′ S A01 P3

① 10YR3/5 暗褐色細粒砂質シルト+地山15%

② 10YR3/1 黒褐色細粒砂質シルト+地山10%

暗褐色細粒砂質シルト+地山40%

灰黄褐色細粒砂質シルト十鉄分

黒褐色細粒砂質シルト十地山500/O

黒褐色細粒砂質シルト十地山5%
黒褐色細粒砂質シルト+地山50%

暗褐色細粒砂質シルト+地山30%

黒褐色細粒砂質シルト+地山40%

黒褐色細粒砂質ンルト十地山50%

⑥ 10YR3/3

④ 10YR5/2

⑥ 10YR2/2

⑥ 10YR3/2

⑦ 101a3/2

S A01 P9
① 10W昭/3

② 10釈3/1

S D14

① 10YR3/2

C C′

SB01 P4

G            G′

S B01 P7

S B01 P6
① 10YR3/3 日音褐色細粒砂質シルト十地山20%

S B01 P7
① 10釈3/3 暗褐色細粒砂質シルト十黒褐色細粒砂質シルト30%

全てL=5800m

第28図 院林遺跡 4地区の遺構 (4) (S=1160)

S A01 P4
① 10YR3/2 暗褐色細粒砂質シルト+炭化物 1%

S B01 P8
① 1014R3/3 暗褐色細粒砂質シルト+地山30%
S K31

① 10釈3/3 暗褐色細粒砂質シルト+地山20%

E′

S B01 P 12

① 10YR4/1 褐灰色細粒砂質シルト+炭化物1%
② 10YR4/4 褐色細粒砂質シルト十地山1%
③ 10釈3/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山30%

④ 10YR3/1 黒褐色細粒砂質シルト+地山30%

⑥ 10YR4/1 褐灰色細粒砂質シルト十地山500/O

⑥ 10YR3/3 暗褐色細粒砂質シルト十地山1%
⑦ 10釈3/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山40%

⑥ 10YR4/1 褐灰色細粒砂質シルト+地山30%

⑨ 10釈4/1 褐灰色細粒砂質シルト十地山50%

⑩ 10YR4/1 褐灰色細粒砂質シルト+地山50%

⑪ 10YR4/1 褐灰色細粒砂質シルト+地山20%

@10YR4/1 褐灰色細粒砂質シルト十地山50%

0                      3m

D′

S K31 SB01 P8

S B01 P12
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第29図 院林遺跡 4地区の遺構 (5)
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瑚鶯 |。

D′

S K57 S B02 P12 P125

０
、

A A′

0     1     2          4m

B

D

S B02 P4
① 10YR4/1

② 101R4/1

S B02 P6
① 101R4/1

S B02 P12

① 101R4/1

S K57

① 10YR4/1

P125

① 101R4/1

褐灰色細粒砂質シルト+地山10%

褐灰色細粒砂質ンルト十地山50%

褐灰色細粒砂質シルト十地山50%

褐灰色細粒砂質シルト+―地山10%

褐灰色細粒砂質シルト十地山50%

褐灰色細粒砂質シルト+地山20%

F F′

予 了 ∵

＼

全て L=58,C10m

第30図 院林遺跡4地区の遺構

o                      3m

(平面図S=1:80、 断面図S=1:60)(6)
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ＳＢ０３
／

A A′

0    1    2         4m

S B03 Pl

① 10YR2/2 黒褐灰色細粒砂質シルト+地山5%
S B03 P2
① 10YR3/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山50%

② 10YR3/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山10%

③ 1043/1 黒褐色細粒砂質シルト+地山50%

S B03 P3
① 1011R2/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山15%

② Ю釈2/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山3%
③ 101R4/4 褐色細粒砂質シルト+② 5%
S B03 P4
① 10釈2/2 黒褐色細粒砂質シルト十地山3%
② 10YR2/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山10%

③ 10YR2/2 黒褐色細粒砂質シルト

④ l側膨/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山50%
S B03 P5
① 10YR2/2 黒褐色細粒砂質シルト

② ①+地山20%

③ ①+地山50%

④ 101R4/4 褐色細粒砂質シルト+①20%

D         D′

S B03  Pl

S B03  P3

F F′

S B03  P2

S B03  P4

③

H H′

S B03  PS

脇
全てL=5800m

第31図 院林遺跡 4地区の遺構

o                   3m

(平面図S=1:80、 断面図S=1:60)(7)
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S B04

A

S B04  Pl

① 10釈2/2 黒褐灰色細粒砂質シルト

② ①+地山40%                    D
③ ①+地山15%

④ ①十地山40%

⑥ ①+地山50%

S B04  P2

① l帆磁/3 黒褐色細粒砂質シルト+地山30%

② 101R3/1 黒褐色細粒砂質シルト+地山500/o         F
③ llllR2/1 黒色細粒砂質シルト十地山40%

④ 10YR2/3 黒褐色細粒砂質シルト十地山300/O

S B04 P4
① 1011R2/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山20%

S B04 P5
① 10YR2/1 黒色細粒砂質シルト

② ①十地山10%

③ 101R4/2 褐灰色細粒砂質シルト十地山50%

④ 10YR2/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山30%

S B04  P6

① l∝貶/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山30%

第32図 院林遺跡 4地区の遺構 (8) (平面図S=1

んくと
=ヶ

ノ

A′

0    1    2         4m

E
――― S B04S B04 Pl

Q  ②

D′ E′

Ｐ２②
〈

H

鞠
F′

H′

S B04  P6

V

:80、 断面図S=1:60)
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翔

S B05

E′

S B05 P2

② f

全てL=5800m

第33図 院林遺跡 4地区の遺構

S B05 Pl
① 10YR2/1

② 10釈2/1

S B05 P2
① 10YR3/1

② 101R4/1

③ lCIYR2/1

④ 101R2/1

⑤ 10YR2/1

⑥ 10釈2/1

S B05 P3
① 10YR2/1

② 10YR2/1

A′

B′

0     1     2          4m

A

y、

G        G′

S B05 P3

咆

E

F

黒褐灰色細粒砂質シルト十地山10%

黒褐灰色細粒砂質シルト+地山40%

黒褐色細粒砂質シルト+鉄分

褐灰色細粒砂質シルト十鉄分

黒色細粒砂質シルト+地山5%
黒色細粒砂質シルト十地山20%

黒色細粒砂質シルト+地山30%

黒色細粒砂質シルト十地山500/O

黒色細粒砂質シルト+地山5%
黒色細粒砂質ンルト+地山50%

(平面図 S=1:80、

0                   3m

断面図S=1:60)

S B05  Pl

(9)
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S B05

H H′ S B05 P4
① 10釈2/2 黒褐色細粒砂質シルト

② ①+地山20%

③ ①+地山40%

④ 10YR4/4 褐色細粒砂質シルト十①10%

⑤ 1042/1 黒色細粒砂質シルト十地山10%

S B05 P5
① 10YR2/2 黒褐色細粒砂質シルト十地山500/O

S B05 P6
① 10YR2/2 黒褐色細粒砂質シルト

② ①十地山10%

③ ①+地山40%

S B05  P7

① l∝貶/2 黒褐色細粒砂質シルト

② ①+地山200/O

③ 10YR4/4 褐色細粒砂質ンルト十①20%

S B05  P3

① 101a2/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山50%

② 101R2/2 黒褐色細粒砂質シルト+地山20%

⑥ 10YR4/4 褐色細粒砂質シルト十②20%

④ 10YR2/2 黒褐色細粒砂質シルト十地山400/O

S B05 P9
① 101R2/2 黒褐色細粒砂質シルト

② ①十地山20%

③ 10YR3/4 黒褐色細粒砂質シルト+地山20%

S B05 P4
①

M′ML

臨

S B05 P8

彎

L′

S B05 P9

】
Ｉ

２ｓ Ｋ ｏ

ふ

一

S K23

① 10YR3/1 黒褐色細粒砂質シルト+炭化米50%+地山20%

S K77

S K77

① 10YR2/1 黒色細粒砂質シルト+焼土・炭化物10%

② Ю釈2/2 黒褐色細粒砂質シルト十炭化物10%

③ 10YR2/1 黒色細粒砂質シルト+炭化物10%

④ 10YR2/2 黒褐色細粒砂質シルト十炭化物10%

⑤ 10YR2/3 黒褐色細粒砂質シルト+炭化物5%+地山20%
⑥ 10YR2/2 黒褐色細粒砂質シルト十炭化物20%十 地山20%

第34図 院林遺跡 4地区の遺構 (10) (S=1:60)

S K02

① l側略/3

② 101R3/4

③ 10YR2/3

④ 10YR3/3

⑤ 101R3/2

⑥ 10YR3/1

暗褐色細粒砂質シルト

陪褐色細粒砂質シルト十地山20%

黒褐色細粒砂質シルト+地山10%

暗褐色細粒砂質シルト+地山5%
黒褐色シルト質粘土+地山20%

黒褐色細粒砂質シルト+地山20%

全て L=5800m

o                   3m

S B05 P6 S B05 P7
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繭
一

糠
一

糠
一

南西

S D03   S D01

S D01

① 10YR3/2 黒褐色細粒砂質シルト

S B03

① 10YR4/6 褐色細粒砂質シルト十①O%

S D16

石

S D16

① 10YR3/2 黒禍色細粒砂質シルト+炭化物1%
② 10YR3/2 黒褐色細粒砂質シルト+鉄分

③ 10BC4/1 賠青灰色シルト質粘上十え化物5%

S D02

① 101R4/1 褐灰色細粒砂質ンルト+地山20%+鉄分
② 1014R3/1 黒褐色細粒砂質シルト+地山200/O

S D07

S D07

① 10YR5/2 灰黄褐色シルト質粘土+地山10%

② 10YR4/1 褐灰色細粒砂質シルト+黒色細粒砂質シルト30%

③ 脚雪 (φ 20-40mm)

S D19

① l似磁イ2 黒褐色細粒砂質シルト+地山100/。

西東東
一

西

S D05

① 10BC4/1 暗青灰色網粒砂質シル

② 10BC3/1 暗青灰色細壮砂質シル

③ 10GY4/1 暗緑灰色細粒砂質シル

④ 10BY3/1 暗緑灰色細粒砂質シル

司ヒ東西

十鉄分

十鉄分

十鉄分

東
一

西

S D13

① 10YR4/3 にぶい黄褐色細粒砂質シルト+炭化物10%

② 10YR3/3 暗褐色細粧砂質シルト+炭化物2%+地山10%
S K82

① 10YR4/2 反黄褐色細粒砂質シルト+え化物10%

P145

① l鴻■1 黒褐色細粒砂質シルト十炭化物1%

全てし=58.00m

第35図 院林遺跡4地区の遺構 (11) (S=1:60)
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第36図 寺家廃寺跡2地区の遺物 (1)
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第37図 寺家廃寺跡2地区の遺物 (2)
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第38図 寺家廃寺跡2地区の遺物
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(S=1:3)第39図 寺家廃寺跡 2地区の遺物 (4)

―- 55 -―



溜 ノ

＼

逹 垂 グ

第40図 院林遺跡 4地区の遺物 (1) (S=1:3)

―- 56 -―



S B01

19

S B02(P3)

S E02

＼
＼~4

S K02

S K72

30

9

｀
之_______!!!!!ζこ:夕 37

S E01

(S=1:3)

▼` 引=ヱ 8
40

0                              15cm

第41図 院林遺跡 4地区の遺物 (2)
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第42図 院林遺跡 4地区の遺物 (3) (S=1:3)
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(S=1第43図 院林遺跡 4地区の遺物 (4)
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第44図 院林遺跡 4地区の遺物 (5)
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(S=1:3)院林遺跡 4地区の遺物 (6)
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第46図 院林遺跡 4地区の遺物 (7) (S=1
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第47図 院林遺跡4地区の遺物 (8)
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(S=1:3)第48図 院林遺跡 4地区の遺物 (9)
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「国土地理院撮影の空中写真 (1968年撮影)J

図版 1 寺家廃寺跡・院林遺跡空中写真



２

旦爪

版

違

図

①

寺家廃寺跡2地区全景

(東から) ②全景 (上方から)



図版3 寺家廃寺跡2地区の遺構 (1)
①調査区全景 (西から)② 田畠 1・ 2全景 (北西から)



図版4 寺家廃寺跡2地区の遺構 (2)
①基本層序 (南から)② S D01土層 (南から) ③S D03土層 (南から) ④S D05土層 (西から)
⑤Pl遺物出土状況 (南西から) ⑥東側拡張部全景 (西から) OS D01遺物出土状態 ①S D03遺物出土状態



図版5 院林遺跡4地区全景 (刊 )
①違景 (西から) ②全景 (西から)
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図

①

院林遺跡4地区全景 (2)

(北西から)② 全景 (上方から)



図版 7 院林遺跡 4地区の遺構 (1)
① S A01、  S B04・ 05、  S E02全景 (_L方 から) ② S A01全景 (西 から)
③S A01-P9土 層 (西から) ④S A01-P2土 層 (西から)
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図版8 院林遺跡4地区の遺構 (2)
① S D01・ 02、 S E01全景 (南から) ②S B01-P13土層 (南から)
④S B01-P7土 層 (北から) ⑤S B02-P4土 層 (南から)

③S B01-P2土 層 (南東から)



図版9 院林遺跡4地区の遺構 (3)
①S B03全景 (北から) ②S B03-P2土 層 (西から)
④S B03-P5土 層 (南西から) ⑤S B03-P4土 層

③S B03-Pl土 層 (西から)
(南から)



図版10 院林遺跡4地区の遺構

①調査区南側全景 (北西から)

④S B04-P5土 層 (西から)

(4)

②S B04-P2土 層 (西から)③ S B04-P4土 層 (西から)
⑤S B04-P6土 層 (西から)



図版11 院林遺跡4地区の遺構 (5)
①S B05全景 (北西から) ②S B05-P5土 層 (西から)③ S B05-P2土 層 (北から)
④S B05-Pl土 層 (西から) ⑤S B05-P8土 層 (西から)
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図版12 院林遺跡4地区の遺構 (6)
①S E02全景 (北から)② S E02土層 (北から)
⑤S K77遺物出土状況 (西から)⑥ S K77土層

③S E01土層 (南から)

(西から)OS K02全景
④S K77検出状況 (西から)

(南から) ①S K02土層 (南から)



図版13 院林遺跡4地区の遺構 (7)

①S K23全景 (北から) ②S K23土層
④S D05土層 (南から)⑤ S D16土層

(北から) ③ S D05。 16全景 (北西から)
(南東から)



図版14 院林遺跡4地区の遺構 (8)
OS D07全景 (Jとから)  ②S D01全景 (耳とから) ③S D02全景 (北西から)  ①S D13全景 (北西から)
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図版15 寺家廃寺跡 2地区の遺物 (1) (S=1:3)
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(S=1:3)図版16 寺家廃寺跡 2地区の遺物 (2)
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図版17 院林遺跡 4地区の遺物 (1) (S=1:3)
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図版18 院林遺跡 4地区の遺物 (2) (S=1:3)



図版19 院林遺跡 4地区の遺物 (3) (S=1:3)



図版19 院林遺跡 4地区の遺物 (3) (S=1:3)



■
‐

生
靱

図版20 院林遺跡 4地区の遺物 (4) (S=1:3)
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図版21 院林遺跡 4地区の遺物 (5) (S=1:3)
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寺家廃寺跡 寺社
古  代 柱穴、溝、田畠、河跡 土師器、須恵器

中  世 溝 土師器、珠洲

院 林 遺 跡 集落

古  代
掘立柱建物、柵、井戸、土坑、

溝、柱穴

土師器、須恵器、灰釉陶器、

円面硯、鉄津、炭化米

中  世 柱穴、溝
土師器、珠洲、人尾、青磁、

石鍋、石鉢

近  世 掘立柱建物、井戸 越中瀬戸、肥前、伊万里






